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平成2平成24年度予算年度予算
～成熟社会にあって「活力が維持できる町」～～成熟社会にあって「活力が維持できる町」～
平成24年度予算
～成熟社会にあって「活力が維持できる町」～

町税
1,898,974千円

16.3％

繰入金
1,062,053千円

9.1％

町債
821,500千円

7.1％
県支出金
814,693千円

7.0％
国庫支出金
683,838千円

5.9％

4,800,000千円
41.4％

地方交付税

一般会計歳入款別予算

歳入合計
11,606,864
　　　　千円

分担金及び負担金
138,032千円 1.2%

財産収入
36,054千円

 0.3%
寄附金

33,439千円
0.3%

繰越金
1千円 0.0%

4,500千円
0.0％

地方譲与税
142,000千円 1.2%

6,500千円 0.1%
利子割交付金

6,000千円 0.1%
配当割交付金

地方消費税交付金 190,000千円 1.6%
ゴルフ場利用税交付金 26,000千円 0.2%

株式等譲渡所得割交付金
1,800千円 0.0%自動車取得税交付金 54,000千円 0.5%

地方特例交付金 20,000千円 0.2%

交通安全対策
特別交付金

諸収入
678,788千円 5.9％

自

依
主

存

財

財

源

源

消防費
462,408千円

4.0%

一般会計歳出款別予算

民生費

2,713,127千円
23.4%

農林
水産業費
1,056,818千円

9.1%

土木費
1,094,453千円

9.4%

教育費
1,114,681千円
9.6%

公債費

1,904,211千円
16.4%

予備費 1,000千円 0.0%
諸支出金 336,590千円 2.9% 議会費 104,009千円 0.9%

災害復旧費
75､650千円

0.7%

商工費
293,555千円 2.5%

労働費
101,617千円 0.8%

歳出合計
11,606,864
　　　　千円

衛生費
829,751千円
7.1%

総務費
1,519,013千円

13.1%

使用料及び手数料
188,692188,692千円千円 1.61.6%188,692千円 1.6%
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◆
予
算
基
本
方
針 

○
合
併
特
例
債
の
活
用
な
ど

　

に
よ
り
財
政
効
率
を
重
視

　

し
た「
堅
実
型
予
算
」

○
合
併
効
果
を
求
め
つ
つ
、

　

町
の
新
し
い
姿
を
描
い
た

　
「
創
造
型
予
算
」

○
住
民
満
足
度
調
査
の
結
果

　

を
反
映
さ
せ
た

　
「
ギ
ャ
ッ
プ
改
善
型
予
算
」

　

町
に
入
っ
て
く
る
お
金
は
、

町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る「
自

主
財
源
」と
国
や
県
な
ど
か
ら
収

入
す
る「
依
存
財
源
」に
区
分
で

き
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
中
で
一
番
多
い

の
は
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
町
税
で
す
。
そ
の
ほ
か
の

自
主
財
源
と
し
て
は
繰
入
金
、

諸
収
入
、
使
用
料
及
び
手
数
料

や
分
担
金
及
び
負
担
金
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
依
存
財
源
で
は
地

方
交
付
税
が
最
も
多
く
、
ほ
か

に
は
町
債
、
国
庫
支
出
金
や
県

支
出
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
予
算
の
総
額
は

1
8
8
億
7
，1
9
6
万
2
千
円

で
3
･
2
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。「
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事

業
」の
事
業
費
や
斎
場
増
設
に
係

る
一
部
事
務
組
合
負
担
金
が
減

少
す
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
予
定
し
て
い
た「
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
」は

前
年
度
の
補
正
予
算
に
計
上
し

て
お
り
、
必
要
な
投
資
は
継
続

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

一
般
会
計
は
6
･
5
％
の
減

で
、
特
別
会
計
は
2
･
6
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因

は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

や
介
護
保
険
特
別
会
計
の
保
険

給
付
費
や
下
水
道
・
簡
易
水
道

の
事
業
費
増
で
す
。

　

企
業
会
計
で
あ
る
水
道
事
業

特
別
会
計
は
、
3
･
3
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

一 　 般 　 会 　 計

　　　　　  

　 　 　 　 　  

　　　

後期高齢者医療特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

学校給食事業特別会計

診療所事業特別会計

宅地造成事業特別会計

下水道事業特別会計

簡易水道事業特別会計

特 別 会 計 計

水 道 事 業 特 別 会 計

企 業 会 計 計

合 　 計

計

直 営 診 療
施 設 勘 定

事 業 勘 定

国民健康保険
特別会計

会 計 名 H24
Ａ

差　額
Ａ－Ｂ 増減率H23

Ｂ

　 　 　 会 計 別 歳 入 歳 出 予 算 額 　 　 　
（単位：千円，％）

一 般 会 計

　

平
成
24
年
度
は
国
の
予
算
措

置
を
考
慮
し
、
地
方
交
付
税
で

4
･
3
％
の
増
を
見
込
み
、
そ

の
ほ
か
の
国
か
ら
の
交
付
金
は

若
干
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
町
税
に
つ
い
て
は

年
少
扶
養
の
廃
止
に
よ
る
増
が

あ
る
も
の
の
、
固
定
資
産
の
再

評
価
の
影
響
に
よ
り
1
･
3
％

の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

不
足
す
る
財
源
に
つ
い
て
基
金

か
ら
の
繰
入
金
10
億
3
，8
0
4

万
円（
対
前
年
度
1
，8
1
2
万

円
増
）に
よ
り
収
支
バ
ラ
ン
ス
を

図
っ
て
い
ま
す
。

一般会計
　

歳
出
の
中
で
一
番
多
い
の
は

民
生
費
で
す
。
老
人
福
祉
、
障

害
者
福
祉
、
児
童
福
祉
や
医
療

費
助
成
な
ど
皆
さ
ん
の
健
康
な

暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
の
費
用

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健

康
保
険
、
介
護
保
険
、
後
期
高

齢
者
医
療
な
ど
の
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

二
番
目
に
多
い
の
は
町
の
借

入
金
を
返
還
す
る
公
債
費
で
、

4
･
8
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

三
番
目
に
多
い
の
は
、
総
務

費
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど

の
地
域
交
通
対
策
経
費
、
自
主

番
組
製
作
・
放
送
経
費
、
む
ら

づ
く
り
支
援
や
地
域
協
議
会
の

経
費
、
本
庁
お
よ
び
プ
ラ
ザ
の

管
理
運
営
経
費
の
ほ
か
戸
籍
住

民
登
録
や
税
務
関
係
経
費
が
含

ま
れ
ま
す
。

　

次
に
多
い
の
が
教
育
費
で
幼

稚
園
、
小
・
中
学
校
、
公
民
館
、

図
書
館
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど

の
維
持
管
理
費
用
や
、
児
童
・

生
徒
な
ど
の
安
全
対
策
を
行
う

た
め
の
経
費
と
な
り
ま
す
。

　

土
木
費
は
、
道
路
・
河
川
の

改
良
や
、
町
営
住
宅
の
維
持
管

理
を
行
う
た
め
の
経
費
と
な
り

ま
す
。
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事

業
費
の
減
少
に
よ
り
、
39
･
6

％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
農
業
振

興
や
土
地
改
良
事
業
、
地
籍
調

査
、
農
業
施
設
の
管
理
運
営
、

林
道
・
森
林
整
備
な
ど
の
経
費

と
な
り
ま
す
。

　

衛
生
費
は
、
町
ぐ
る
み
健
診

な
ど
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
ほ

か
、
予
防
接
種
、
斎
場
・
ご
み

処
理
・
し
尿
処
理
に
係
る
一
部

事
務
組
合
負
担
金
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
施
設
の
維
持
管

理
経
費
と
な
り
ま
す
。

歳 

入
歳 

入

歳 

出
歳 

出

町
税
が
全
体
の
16
･
3
％

収
入
の
65
･
2
％
は
依
存
財
源

目
的
別
で
は
、
民
生
費
23
･
4
％
が
ト
ッ
プ

続
い
て
、
公
債
費
16
･
4
％
、
総
務
費
13
･
1
％

11,606,864

2,603,094

2,533,000

70,094

237,263

2,202,730

211,324

157,433

32,542

1,204,609

277,716

6,926,711

338,387

338,387

18,871,962

12,410,339

2,558,540

2,481,000

77,540

226,722

2,127,265

227,247

157,931

37,322

1,166,506

252,298

6,753,831

327,634

327,634

19,491,804

△ 803,475

44,554

52,000

△ 7,446

10,541

75,465

△ 15,923

△ 498

△ 4,780

38,103

25,418

172,880

10,753

10,753

△ 619,842

△ 6.5

1.7

2.1

△ 9.6

4.6

3.5

△ 7.0

△ 0.3

△ 12.8

3.3

10.1

2.6

3.3

3.3

△ 3.2
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～わが町の予算を知ろう～　

重点的に実施する事業につ
いて、担当課別に紹介します。

総務課

経営企画課

地域振興課

■ホームページ運営管理ソフト導入　135万円
　町のホームページをリニューアルするとともに､
運用管理ソフトを導入し、維持管理の効率化を図
ります。

■防災行政無線デジタル戸別受信機の購入
                                         　　　 189万円
　町内全域のデジタル化に向けて、中区のうちデ
ジタル受信が可能な地域の戸別受信機を順次デジ
タル化していきます。

■公共施設にLEDを設置　　　　　     40万円
　障がい者就労支援施設が製造協力し販売する
LEDライトを購入し、順次取り替えていきます。
　

■屋内練習場補強工事  　　　 　  　 390万円
　訴訟（和解）により町有施設となった屋内練習場
（2棟）について、修繕を行うことにより、周辺のス
ポーツ施設との一体的利用を図ります。　　

　

■事業仕分けの実施　　　　　　　　163万円
　事業評価に外部の目を取り入れ、簡素で効率的、
透明性の高い行政運営を目指すとともに、そのプ
ロセスを通じて職員の意識改革を進めます。

■本庁舎等整備事業　　　　　　　 　38万円
　平成23年度より基本計画策定委員会にて検討し
ております本庁舎等整備基本計画案は、平成24年
度当初に答申を受ける予定です。その答申内容に
ついて周知し、皆さんの理解を得るため住民説明
会を開催します。

■結婚応援事業　　　　　　    　　 241万円
　出会いの場づくり、婚活講座などを通じて結婚
をサポートしていきます。

■除雪活動支援金　　　　　　　　　 50万円
　一定以上の降雪状況における集落単位での除雪
活動に対し、3万円を上限に助成をします。

生涯学習課

税務課

■NHK巡回ラジオ体操　　　　　　　 80万円
　10月21日（日）に、中央公園グラウンドでNHKと
かんぽ生命との共催によりNHK巡回ラジオ体操を
開催します。その必要経費を計上しています。

■文化会館芸術文化ふれあい創出事業 
　　　　　　　　　　　　　　　　　 50万円
　ベルディーホールロビー使用料を助成すること
により、気軽に集い、芸術文化にふれあう機会や
練習の場を創出し、文化の振興、交流の活性化を

■土地台帳のデジタル化　　　　　　650万円
　土地台帳のデジタル化を行い、検索性を向上す
るとともに、住民課の地番確認や農家台帳、地籍
調査との連動・共用など、効率的活用を図ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
■コンビニ収納の実施　　　　　　　 63万円
　本年度より、軽自動車税についてコンビニ収納
を実施し、利便性の向上を図ります。

■整理回収指導職員の受け入と
　徴収専門員の配置　　　　  　　　 220万円
　収納率の向上に向けて県より1年間（週２回程
度）住民税整理回収業務に精通した職員を受け入
れるとともに、各種徴収業務の経験を持つ徴収専
門員を配置します。

住民課

生活安全課

健康福祉課

■住民票など第三者交付時の
　本人通知制度の導入　　　　　　　 65万円
　事前登録した人に対し、住民票の写し、戸籍謄
本などを第三者などへ交付の際に通知し、不正請
求や不正取得の防止を図ります。

■地域医療講演会の開催　　　        27万円
　保健・医療・福祉・介護のサービスを、一体的
に提供する仕組みづくりを考える講演会を開催し
ます。

■高齢者肺炎球菌ワクチン接種助成事業　　
　　　　　　　　　　　　　　　　  260万円
　高齢者などの肺炎を予防するためのワクチン接
種費用の一部を助成します。

■特定不妊治療助成事業　　　　    　50万円
　特定不妊治療に要する費用の一部を助成します。

■総合防災訓練の実施　　　　　     150万円
　避難誘導を主体とした総合防災訓練を実施しま
す。

■防災基盤整備事業　　　　　　　3,463万円
　消防資機材の整備を継続して実施するほか、耐
用年数が過ぎ、更新希望のあった小型動力ポンプ
や積載車、消防ポンプ車の購入整備を行います。

担当課別予算担当課別予算担当課別予算
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町長が語る
平成24年度予算
～あるものを活かして、

地域力を創造しよう～

産業振興課

■村単事業の創設　　　　　　　  　 200万円
　集落などが単独で行う農業施設の修繕工事に対
して、20万円を限度に助成します。

■再生可能エネルギー利活用
　推進協議会の設置　　　　　　　　 29万円
　地球温暖化の防止、脱原発の機運が高まる中、
太陽光や小水力、各種バイオマスの利活用が期待
されており、町としての取り組みと展開を協議し
ます。

■小水力等農業水利施設利活用支援事業
　　　　　　　　　　　　　　　  　 506万円
　小水力を利用した発電について、実証作業を通
じてその可能性を探ります。

　
■道の駅R427かみ改修事業　　  　 3,800万円
　道の駅の県有部分について改修工事を県から受
託して実施します。耐震補強やトイレの改修によ
り、安全で快適な施設づくりを進めます。

■まちの駅たか運営事業　  　　　 2,183万円
　観光案内や特産品のPR・販売の拠点として運営
します。運営会社の設立関係経費550万円を含みま
す。

■エーデルささゆり改修事業　　　  500万円
　トイレの改修などにより快適性を高め、利用し
やすい施設づくりを進めます。

　
■シカ肉加工処理施設支援事業　　    75万円
　加工処理施設の運営経費の一部を助成し、シカ
肉の安定供給体制を支えます。 
　

　　　　

建設課

教育総務課

■アクセス道路整備事業　　   3 億2,300万円
　町道山野部坂本線（トンネル）、町道川東線、町
道中野間光竜寺中池線、県道丹波加美線に係る清
水アクセス道路について、本工事・整備委託のほ
か、測量設計・用地買収・移転補償などを行いま
す。

■地域の夢推進事業による道路整備　
　　　　　　　　　　　　　　  　 3,130万円
　岸上中村町線および糀屋中村町中央線の道路改
良工事、交通安全施設の整備を行います。

■地籍調査事業　　　　　　　　　7,140万円
　国土調査法に基づく地籍調査事業を行います。
本年度は中区牧野の平地部、加美区轟・山口の山
林部、八千代区中三原の市川町寄りの山林部の調
査を予定しています。

■学校給食センター統合事業      8,356万円
　3つの給食センターを統合し、安全安心な給食
の提供と効率的な経営の両立を図ります。本年度
は、木質チップボイラーの導入工事および配送車、
備品の整備を行います。なお、本体工事に係る予
算（10億1,530万円）は、前年度の補正予算にて措
置しています。

■義務教育施設地震補強・大規模改造事業　
　　　　　　　　　　  　　　　　　700万円
　計画的に学校施設の地震補強・改修工事を行っ
ています。本年度は、杉原谷小学校屋内運動場の
耐震診断および補強設計を行います。

　

平
成
24
年
度
は
、
多
可
町
が

合
併
特
例
事
業
な
ど
を
有
効
に

活
用
し
な
が
ら
、
新
町
建
設
計

画
に
掲
げ
ら
れ
た「
新
し
い
町
の

か
た
ち
」の
実
現
に
向
け
て
、
大

き
く
動
く
年
度
で
す
。

　

既
に
完
成
し
た「
加
美
・
八
千

代
プ
ラ
ザ
」、「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
か

み
」に
加
え
、
山
野
部
・
坂
本
線
、

川
東
線
、
八
千
代
5
号
線
を
中

心
と
し
た「
ア
ク
セ
ス
道
路
」、

統
合
給
食
セ
ン
タ
ー
、
検
討
が

進
む
本
庁
舎
や
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、

そ
の
姿
を
想
像
し
て
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
合
併
時
の
思
い
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
町
づ
く
り
を

着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

◉
官
・
民
の
意
識
改
革
と
地
域

の
活
性
化

　
「
緑
の
分
権
改
革
」。

　

こ
れ
は「
あ
る
も
の
を
活
か
す

地
域
力
の
創
造
」と
も
い
わ
れ
ま

す
し
、「
官
・
民
双
方
の
組
織
や

地
域
の
風
土
改
革
・
意
識
改
革
」

と
も
理
解
で
き
ま
す
。

　

官
・
民
の
意
識
改
革
の
結
果
、

生
ま
れ
て
く
る
も
の
が「
説
明
責

任
を
果
た
す
公
務
員
」と「
自
己

責
任
を
果
た
す
住
民
」で
す
。
自

律
で
き
ず
説
明
能
力
の
劣
る
公

務
員
は
不
要
と
さ
れ
、
自
立
で

き
ず
要
求
ば
か
り
先
行
す
る
無

責
任
な
リ
ー
ダ
ー
や
住
民
は
自

然
淘
汰
さ
れ
る
時
代
に
入
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
自
治
体
に
も
住
民
に

も
地
方
自
ら
に
変
化
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

現
実
の
多
可
町
は
、
人
口
が

大
き
く
減
少
し
、
少
子
高
齢
化

が
急
速
に
進
行
す
る
事
態
と
な

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
多
可
町
に
は
多
く

の
地
域
資
源
が
残
さ
れ
て
お
り
、

今
な
ら「
地
域
の
絆
」や「
人
の
優

し
さ
」も
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

土
壌
に「
自
治
機
能
の
充
実
」と

「
地
域
の
誇
り
」を
復
活
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◉
安
心
・
安
全
の
確
保

　

多
可
町
は
、
昨
年
9
月
に
台

風
12
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
を
被

り
、
19
億
円
を
超
え
る
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

防
災
面
の
各
種
取
り
組
み
と

施
策
は
、
引
き
続
き
最
優
先
さ

せ
、
安
心
・
安
全
の
確
立
の
た

め
の
事
業
を
お
ろ
そ
か
に
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

わ
た
し
た
ち
は
常
に
大
災
害

の
発
生
を
想
起
し
、
自
助
・
共

助
・
公
助
の
区
分
ご
と
に
、
対

策
・
対
応
を
考
え
て
お
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◉
結
婚
支
援
策
の
拡
充
と
高
齢

者
サ
ー
ビ
ス
対
応
の
一
体
化

　

多
可
町
の
人
口
は
2
3
，

1
0
4
人（
平
成
22
年
国
勢
調

査
）、
出
生
者
数
は
1
2
7
人

（
平
成
22
年
度
全
町
総
計
）と
低

下
し
、
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
の
高
齢
化
率
は
29
・
4

％
に
達
し
て
お
り
、
10
年
後
の

推
測
値
34
・
1
％
を
超
え
る
か

の
勢
い
で
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
厳
し
い
現
状
で

あ
り
、
対
応
が
難
し
い
大
き
な

課
題
で
す
が
、
有
効
な
処
方
せ

ん
を
描
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

少
子
化
対
応
で
は
、
若
者
定

住
の
促
進
と
子
育
て
支
援
策
を

充
実
さ
せ
る
ほ
か
、
町
と
し
て

の
結
婚
支
援
策
の
拡
充
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
社
会
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
保
健
・
医
療
・

介
護
・
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
が
地

域
内
で
効
果
的
に
発
揮
で
き
る

よ
う
、
全
国
モ
デ
ル
と
な
る
地

域
連
携
の
あ
り
方
を
探
り
ま
す
。

◉
財
政
指
標
の
健
全
化
に
よ
り
、

中
長
期
の
財
政
面
を
安
定
化

　

合
併
し
た
自
治
体
に
と
っ
て

「
将
来
的
な
コ
ス
ト
削
減
に
資
す

る
投
資
」は
必
要
不
可
欠
で
す
。

そ
し
て
、
合
併
協
議
会
の
段
階

で
事
業
実
施
に
至
っ
た
事
業
に

つ
い
て
は
、
そ
の
信
義
則
に
よ

り
計
画
的
に
実
施
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
24
年
度
の
多
可
町
予
算

は
、
中
長
期
の
財
政
健
全
化
と

町
づ
く
り
の
基
盤
整
備
を
進
め

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町

の
将
来
に
必
要
な
投
資
額
は
引

き
続
き
確
保
し
な
が
ら
も
、
実

質
的
に
は「
財
政
効
率
を
重
視
し

た
堅
実
型
予
算
」と
し
て
編
成
し

ま
し
た
。

と
う
た

き
ず
な
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平
成
23
年
度
の
相
談
件
数
は

89
件
で
、
内
容
は
左
表
の
通
り

で
す
。

　

■
問
合
先　

生
活
安
全
課
☎（
32
）4
7
7
7

平
成
23
年
度
の
消
費
生
活
・
多
重
債
務
相
談
の
結
果

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

悪
質
商
法
は
ま
す
ま
す
巧
妙
化
し
、
自
分
が
だ
ま
さ
れ
て
い
る
と
気
付
か
ず
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
も
増
え
て

い
ま
す
。
町
で
は
専
門
知
識
を
持
っ
た
相
談
員
が
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ（
無
条
件
解
約
）や
相
手
業
者
と
の
問

題
解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
、
多
重
債
務
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
か
ら「
も
し
か
し
た
ら
自

分
も
だ
ま
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
」と
い
う
心
構
え
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。「
お
か
し
い
な
」、

「
困
っ
た
な
」と
思
っ
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

多
重
債
務
に
つ
い
て
も
借
入

期
間
が
長
け
れ
ば
、
過
払
い
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
相
談
す

る
こ
と
が
解
決
へ
の
第
一
歩
と

な
り
ま
す
。

　　
■相談事例
・無料だと思いアダルトサイトに登録したところ、高額な料金画
　面が表示され消えない。
・訪問業者の話にのって工事や商品を契約してしまった。
　（屋根・外壁工事・浄水器・貴金属の買い取りなど）
・複数の業者が登場し、A社が「B社の社債を買ってくれれば高く
　買い取る」などと勧誘し、B社と契約させる劇場型の投資詐欺。

■相談の内容（１件の相談で複数の内容があった場合はそれぞれを計上しています）

■商品・役務分類別件数

相談は 無料 です
秘密は 厳守 します

◆
多
可
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

と　

き

　

毎
週
金
曜
日（
予
約
優
先
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

午
後
1
時
〜
4
時

と
こ
ろ　

多
可
町
役
場

問
合
先　

　

多
可
町
役
場
生
活
安
全
課

　

☎（
32
）4
7
7
7　

◆
西
脇
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

と　

き

　

毎
週
月
・
水
・
木
曜
日

　
　
　
　
　
　　

（
予
約
優
先
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

午
後
1
時
〜
4
時

と
こ
ろ　

西
脇
市
役
所

問
合
先

　

西
脇
市
役
所
生
活
環
境
課

　

☎（
22
）3
1
1
1

※
相
談
時
に
は
関
係
書
類
を
用

　

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
右
記
以
外
の
曜
日
や
相
談
員

　

不
在
の
場
合
は
、
市
お
よ
び

　

町
職
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

　　 専
門
員
に
よ
る
相
談
日

西
脇
市
と
の
相
互
利
用

　
　
　

が
可
能
で
す
。

クローズアップ町政
　

町
で
は
、
4
月
よ
り
体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精（
特
定
不
妊
治
療
）

を
受
け
る
夫
婦
に
対
し
、
経
済
的
な
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
治
療
費

助
成
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

特
定
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
を
開
始
し
ま
す

【
対
象
者
】

 

次
の
①
〜
③
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
人

①
法
律
上
婚
姻
し
て
お
り
、
特

定
不
妊
治
療
を
実
施
し
た
期

間
お
よ
び
申
請
日
に
、
夫
婦

の
両
方
ま
た
は
一
方
が
町
内

に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

②
兵
庫
県
特
定
不
妊
治
療
費
の

助
成
を
受
け
、
か
つ
兵
庫
県

以
外
の
助
成
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

③
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
【
助
成
額
】

　

指
定
医
療
機
関
で
受
け
た
特

定
不
妊
治
療
に
要
し
た
費
用
の

額
か
ら
、
県
の
1
回
当
た
り
の

助
成
額
上
限
15
万
円
を
控
除
し

た
額（
1
回
当
た
り
の
上
限
5

万
円
）を
助
成
し
ま
す
。

【
申
請
手
続
】

　

兵
庫
県
特
定
不
妊
治
療
費
の

助
成
の
決
定
を
受
け
た
日
か
ら

起
算
し
て
90
日
以
内
に
、
ア
ス

パ
ル
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

健
康
福
祉
課
☎（
32
）5
1
5
1

4
月
か
ら
子
ど
も
手
当
が児

童
手
当
に
変
わ
り
ま
し
た

■
問
合
先　

健
康
福
祉
課
☎（
32
）5
1
5
1

 

子
ど
も
手
当
が
新
た
な
制
度

に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

変
更
点
の
ほ
か
制
度
の
主
な

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
主
な
変
更
点
】

①
手
当
の
名
称

　

3
月
末
ま
で
は「
子
ど
も
手

当
」で
し
た
が
、
4
月
以
降

は「
児
童
手
当
」と
な
り
ま
す
。

②
所
得
制
限

　

こ
れ
ま
で
は
所
得
に
よ
る
支

給
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
6
月
相
当
分（
10
月

支
給
分
）か
ら
、
所
得
に
よ

る
支
給
制
限
が
導
入
さ
れ
ま

す
。

　

所
得
制
限
の
基
準
は
、
年
収

9
6
0
万
円（
夫
婦
・
子
ど

も
2
人
世
帯
）※
扶
養
人
数

に
よ
り
変
動
し
ま
す
。

【
申
請
手
続
】

　

3
月
ま
で「
子
ど
も
手
当
」を

受
給
し
て
い
た
人
は
、
新
た
な

申
請
は
不
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
出
生
や
住
所
・
氏

名
変
更
な
ど
に
よ
り
、
生
活
状

況
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
支
給
対
象
者
】

　

中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

（
15
歳
到
達
後
、
最
初
の
3
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
）

を
養
育
し
て
い
る
人

・
所
得
制
限
は
平
成
24
年
6
月

相
当
分
か
ら
導
入
さ
れ
ま
す
。

・
外
国
籍
の
方
で
、
在
留
資
格

の
な
い
人
、
短
期
滞
在
の
人

は
対
象
外
で
す
。

【
現
況
届
】

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

（
5
月
分
ま
で
受
給
し
た
す
べ

て
の
人
）は
毎
年
6
月
中
に
現

況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
6
月
1
日
に
お
け
る

状
況
を
確
認
し
、
手
当
を
引
き

続
き
受
給
で
き
る
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
確
認
し
ま
す
。

※
現
況
届
は
提
出
し
な
い
と
6

月
相
当
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
6
月
上
旬

に
受
給
者
全
員
に
郵
送
し
ま

す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

3 歳～小学校修了前
（第 1子・第 2子※）

年齢などの区分

 中学生（一律）

支給月額 所得制限以上
(平成24年 6月以降)

0 歳～ 3歳未満（一律） 5,000円15,000円

10,000円

15,000円

10,000円

3 歳～小学校修了前
（第 3子以降※）

5,000円

5,000円

5,000円

※手当上の児童の人数の数
え方は、実際に養育して
いる児童の人数と異なる
場合があります。児童が
第何子であるかは、現に
扶養している18歳の年度
末までにある子のうち、
その子が第何子目である
かで判断します。

【支給金額】



対　

象

•
町
内
で
引
き
続
き
1
年
以
上

同
一
事
業
所
を
経
営
し
て
い

る
中
小
企
業
者

•
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
2

条
第
1
項
第
1
号
お
よ
び
第

1
号
の
2
で
規
定
す
る
業
種

の
法
人
ま
た
は
個
人

■
問
合
先　

地
域
振
興
課
☎（
32
）4
7
7
9

町
内
の
中
小
企
業
を
応
援

中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
制
度

町長からの手紙
町長 戸田善規
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町
内
の
中
小
企
業
者
の
金
融
を
円
滑
化
し
、
正
常
な
事
業
活
動
を
促

進
す
る
た
め
の
融
資
制
度
で
す
。

•
町
の
各
種
公
共
料
金（
町
税
・

国
民
健
康
保
険
税
・
上
下
水

道
使
用
料
な
ど
）を
完
納
し
て

い
る
事
業
者

取
扱
金
融
機
関

•
兵
庫
県
信
用
組
合（
中
町
支

店
・
八
千
代
支
店
）

•
中
兵
庫
信
用
金
庫（
中
町
支

対　

象

•
同
一
事
業
所
に
1
年
以
上
勤

務
し
て
い
る
勤
労
者（
事
業
主

お
よ
び
そ
の
家
族
従
業
者
は

除
く
）

•
町
内
に
自
己
の
住
宅
を
建
築

（
増
改
築
を
含
む
）ま
た
は
購

入
し
よ
う
と
す
る
人

■
問
合
先　

地
域
振
興
課
☎（
32
）4
7
7
9

融
資
利
率
は
年
1
・
98
％

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
制
度

　

勤
労
福
祉
を
目
的
と
し
た
住
宅
融
資
制
度
で
す
。

※
現
住
所
の
町
内
外
は
問
い
ま

せ
ん
。

•
近
畿
労
働
金
庫
で
審
査
し
、

適
当
と
認
め
ら
れ
る
人

•
年
齢
が
満
20
歳
以
上
、
満
60

歳
未
満
の
人（
た
だ
し
、
完
済

時
の
年
齢
が
満
76
歳
未
満
で

あ
る
こ
と
）

•
町
の
各
種
公
共
料
金（
町
税
・

国
民
健
康
保
険
税
・
上
下
水

道
使
用
料
な
ど
）を
完
納
し
て

い
る
人

取
扱
金
融
機
関

　

近
畿
労
働
金
庫
北
播
支
店

融
資
条
件

【
資
金
の
使
途
】

　

申
請
者
が
自
ら
居
住
す
る
た

め
の
住
宅
建
築（
増
改
築
を
含

む
）ま
た
は
購
入
に
充
て
る
も

の
で
、
そ
の
住
宅
の
全
部
ま

た
は
一
部
が
営
利
目
的
に
使

用
さ
れ
な
い
こ
と

【
融
資
限
度
額
】

　

2
，0
0
0
万
円

【
融
資
利
率
】

　

固
定
金
利
型　

年
1
・
98
％

【
融
資
期
間
】

　

35
年
以
内

【
担　

保
】

　

融
資
す
る
建
物
お
よ
び
そ
の

土
地
に
、
原
則
と
し
て
第
1

順
位
の
抵
当
権
設
定
登
記
を

し
ま
す
。

【
返
済
方
法
】

　

元
利
均
等
月
賦
返
済

※
半
年
賦
返
済
併
用
も
可

店
・
加
美
町
支
店
）

•
み
の
り
農
協（
中
町
支
店
・
加

美
支
店
・
八
千
代
支
店
）

融
資
条
件

【
資
金
の
使
途
】

　

運
転
資
金
、
事
業
転
換
資
金
、

開
業
資
金
、
設
備
資
金

【
融
資
限
度
額
】

　

1
企
業
に
つ
き
5
0
0
万
円

※
設
備
資
金
は
1
，0
0
0
万
円

【
融
資
期
間
】

　

5
年
以
内

※
設
備
資
金
は
7
年
以
内

　
（
据
置
期
間
6
カ
月
以
内
）

【
融
資
利
率
】

　

年
1
・
5
％

【
担　

保
】

　

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
が
必

要
と
す
る
と
き
は
、
担
保
を

徴
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
連
帯
保
証
人
】

　

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

【
信
用
保
証
】

　

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
の
保

証
が
必
要
で
す
。

【
保
証
料
の
補
給
】

　

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
へ
支

払
っ
た
保
証
料
は
、
申
請
に

よ
り
、
そ
の
2
分
の
1
を
町

が
補
給
し
ま
す
。

対　

象

•
中
小
企
業
に
勤
務
し
て
い
る

人（
事
業
主
お
よ
び
そ
の
家
族

従
業
者
は
除
く
）

•
本
制
度
に
よ
る
生
活
資
金
融

資
を
受
け
て
い
な
い
人

■
問
合
先　

地
域
振
興
課
☎（
32
）4
7
7
9

勤
労
者
の
生
活
安
定
の
た
め
に

中
小
企
業
勤
労
者
生
活
資
金
融
資
制
度

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
中
小
企
業
に
勤
務
す
る
勤
労
者
が
臨
時
・
緊
急

に
必
要
と
す
る
資
金
を
融
資
し
、
生
活
の
安
定
を
図
る
融
資
制
度
で
す
。

•
町
内
に
1
年
以
上
在
住
し
、

同
一
事
業
所
に
1
年
以
上
勤

務
し
て
い
る
人

•
近
畿
労
働
金
庫
で
審
査
し
、

適
当
と
認
め
ら
れ
る
人

•
町
の
各
種
公
共
料
金（
町
税
・

国
民
健
康
保
険
税
・
上
下
水

道
使
用
料
な
ど
）を
完
納
し
て

い
る
人

融
資
条
件

【
信
用
保
証
】

　
（
社
）日
本
労
働
者
信
用
基
金

協
会
の
保
証
が
必
要
で
す
。

【
返
済
方
法
】

　

元
利
均
等
月
賦
返
済

※最長 4年の元金据置返済が可能

資金の使途

医　療

冠婚葬祭

教　育

住宅増改築

融資限度額

100万円

100万円

300万円

300万円

返済期間

5 年以内

5年以内

10年以内

10年以内

資金の使途

年 2 .03％

年 2 .03％

年 2 .00％

年 2 .03％

※

 

平
成
23
年
度
は
、
72
万
5
千

円（
24
件
）の
応
援
寄
付
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
の
夏
ま
つ
り
」へ

21
万
円
を
充
当
予
定

　

懐
か
し
い
人
々
が
集
い
、
交

なつかしふるさと応援コース

あったかふるさと応援コース

いきいきふるさと応援コース

おまかせ応援コース

合　計

3件

4件

4件

13件

24件

45,000円

140,000円

45,000円

495,000円

725,000円

流
を
深
め
る
た
め
に
｢ふ
る
さ
と

の
夏
ま
つ
り
｣を
開
催
し
ま
す
。

「
喜
寿
敬
老
会
」へ

30
万
5
千
円
を
充
当
予
定

　
「
敬
老
の
日
発
祥
の
地
」と
し

て
、
大
切
に
敬
老
の
精
神
を
受

け
継
い
で
い
き
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
産
業
展
」へ

21
万
円
を
充
当
予
定

　

地
域
の
特
産
品
・
農
産
物
な

ど
を
Ｐ
Ｒ
し
、
都
市
農
村
交
流

を
推
進
し
ま
す
。

問
合
先　

地
域
振
興
課

　

☎（
32
）4
7
7
9

平成23年度の寄付状況

ふるさとの夏まつり

喜寿敬老会

ふるさと産業展

合　計

平成24年度の寄付使途（予定）

210,000円

305,000円

210,000円

725,000円

クローズアップ町政

　

今
年
は
特
に
春
が
遅
く
、
町
内

で
は
ち
ょ
う
ど
今
が
桜
花
爛
漫
で

す
。

　

全
国
的
に
も
珍
し
い「
梅
桜
桃

李
」と
言
わ
れ
、
加
え
て
コ
ブ
シ
や

木
蓮
の
花
も
見
ご
ろ
で
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
、
お
伺
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

多
可
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
2
0
1
2

　
　
　
　　

4
月
29
日
〜
5
月
27
日

　

門
前
や
熊
野
部
が
集
落
を
あ
げ

て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
水
仙
ロ
ー

ド
に
黄
色
の
花
が
見
事
に
咲
い
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
続
い
て
、
今
年
も
多
可

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
が
開
幕
い
た

し
ま
す
。

　

ご
自
宅
の
庭
園
を
公
開
い
た
だ

き
、
参
観
を
可
能
と
す
る
取
り
組

み
で
、
年
を
追
う
ご
と
に
人
気
が

出
て
き
て
い
る
観
光
交
流
協
会
の

企
画
で
す
。

　
「
花
木
が
つ
な
ぐ
人
と
人
」…
花

を
愛
で
る
優
し
い
人
々
の
新
し
い

交
流
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
遠
方
の
市
町
か
ら
愛
好

者
が
た
く
さ
ん
来
訪
さ
れ
る
の
は
、

多
可
町
な
ら
で
は
の
自
然
借
景
の

素
晴
ら
し
さ
も
一
つ
の
要
因
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
見
事

な
お
庭
を
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
覧

に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

後
期
基
本
計
画

　
　
　

「
多
可
の
道
し
る
べ
」策
定

　

こ
の
計
画
は
町
総
合
計
画
に
の

っ
と
り
、
平
成
24
年
度
以
降
の
5

年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
示

す
も
の
で
、
3
月
に
総
合
計
画
審

議
会
よ
り
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
天
た
か
く 

元
気
ひ
ろ
が
る 

美

し
い
ま
ち 

多
可
」が
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
で
す
。

  

後
段
の「
美
し
い
ま
ち 

多
可
」を

見
る
た
び
に
、
私
に
は
思
い
返
す

言
葉
が
あ
り
ま
す
。

『
美
し
い
村
な
ど
、
は
じ
め
か
ら
あ

る
わ
け
な
ど
な
い
。
美
し
く
生
き

よ
う
と
す
る
村
人
が
い
て
、
村
は

美
し
く
な
っ
た
』

　

民
俗
学
者
・
柳
田
國
男
の
含
蓄

あ
る
言
葉
で
す
。

　　
「
多
可
の
道
し
る
べ
」に
示
さ
れ

た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
皆
さ

ん
と
共
有
し
な
が
ら
、
い
っ
し
ょ

に「
美
し
い
多
可
町
」を
目
指
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
平
成
24
年
4
月
18
日
・
記
）

ふ
る
さ
と
も
頑
張
っ
て
い
る

　
　
　

あ
な
た
の
思
い
活
か
し
ま
す

ふ
る
さ
と
多
可
町

　
　
　
　

応
援
寄
付
金

ら
ん
ま
ん







ふ
れ
あ
い

問
合
先　

人
権
啓
発
推
進
室

　
　
　
　

☎（
32
）1
3
8
9

　

こ
ん
に
ち
は「
隣
保
館
」で
す
。

　

隣
保
館
は
、
天
田
の
信
号
の

西
南
角
に
あ
り
ま
す
。

　

隣
保
館
の
目
的
は
、「
地
域
社

会
全
体
の
中
で
福
祉
の
向
上
や

人
権
啓
発
の
住
民
交
流
の
拠
点

と
な
る
開
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
生
活

上
の
各
種
相
談
事
業
や
人
権
課

題
解
決
の
た
め
の
各
種
事
業
を

総
合
的
に
行
う
」こ
と
で
す
。

　

今
回
は
、
隣
保
館
で
行
っ
て

い
る
主
な
事
業
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

①
地
域
交
流
事
業

　

生
け
花
・
詩
吟
・
洋
裁
・
園

芸
・
書
道
・
短
歌
・
太
極
拳
・

絵
手
紙
・
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
な

ど
の
講
座
や
小
学
生（
1
〜
2
年

生
）の
か
き
か
た
教
室
を
開
講
し
、

茶
道
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
も

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
講
座
や
サ
ー
ク
ル

で
は
、
趣
味
や
教
養
を
身
に
付

け
る
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人

と
一
緒
に
学
び
、
信
頼
関
係
を

築
い
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
を
通
し
て
人
権
感
覚

を
磨
き
、
同
和
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
な

く
す
人
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を

狙
い
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
開
講
式
や
閉
講
式
の
場

で
の
人
権
学
習
、
作
品
展
示
や

発
表
な
ど
を
行
う
隣
保
館
ま
つ

り
、
講
演
会
や
視
察
研
修
な
ど

に
も
参
加
し
、
交
流
を
深
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

②
相
談
事
業

　

日
常
生
活
の
中
か
ら
起
こ
る

差
別
や
人
権
侵
害
、
生
活
課
題

な
ど
を
解
決
す
る
た
め
の
、
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

③
啓
発
・
広
報
事
業

　

隣
保
館
出
前
講
座
と
し
て
、

地
域
や
企
業
、
団
体
な
ど
が
行

う
人
権
啓
発
研
修
な
ど
へ
の
講

師
派
遣
や
資
料
提
供
、
ビ
デ
オ

や
本
な
ど
の
貸
し
出
し
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
隣
保
館
の
交
流
事
業

参
加
者
を
対
象
と
し
た
、
隣
保

館
だ
よ
り
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
地
域
の
人
権
意
識
を
高

め
る
た
め
、
人
権
啓
発
協
議
会

と
連
携
し
た
啓
発
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

④
そ
の
他

　

地
域
で
暮
ら
す
人
々
の
人
権

に
関
す
る
ニ
ー
ズ
や
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
課
題
を
把
握
し
て
啓
発

活
動
な
ど
取
り
組
み
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
調
査
や
研
究
を
行

い
ま
す
。

　

隣
保
館
は
、
地
域
の
交
流
の

場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
施

設
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

多可赤十字病院からのお知らせ

地域医療支援センター
・総合診療科のご案内

問合先
多可赤十字病院
☎（32）1223
http://www.taka.jrc.or.jp/

　

4
月
よ
り
多
可
赤
十
字
病
院

は
、
新
し
く
松
浦
尊
麿
院
長
を

迎
え
ま
し
た
。
当
院
は
従
来
の

急
性
期
医
療
・
回
復
期
医
療
を

担
う
と
と
も
に
新
た
に
総
合
診

療
科
を
設
け
、
一
体
と
な
っ
た

「
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」を

開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
合
診
療
科
で
は
、
保
健
・

医
療
・
介
護
・
福
祉
に
わ
た
る

複
合
的
な
診
療
を
行
う
と
と
も

に
、
通
院
困
難
な
患
者
さ
ん
の

訪
問
診
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」

は
、
地
域
医
療
連
携
課
、
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
を
1
カ
所
に
集
約

し
、
ほ
か
の
関
係
機
関
と
の
連

携
・
協
働
を
通
し
て
患
者
さ
ん

の
医
療
・
介
護
・
生
活
面
を
含

め
て
総
合
的
に
在
宅
療
養
を
支

援
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
総
合
診
療
科
外
来
と
は
・
・
・

①
ど
の
科
で
診
て
も
ら
え
ば
よ

い
か
わ
か
ら
な
い

②
い
く
つ
も
の
症
状
が
あ
る

③
い
ろ
い
ろ
な
病
気
が
複
雑
に

絡
み
合
っ
て
い
る
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④
病
気
だ
け
で
な
く
、
日
常
生

活
上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
、

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
の

か
わ
か
ら
な
い
な
ど

　

病
気
・
看
護
・
介
護
・
福
祉

の
問
題
に
至
る
ま
で
、
総
合
的

に
複
数
の
職
種
で
患
者
さ
ん
を

診
て
、
療
養
生
活
の
相
談
・
支

援
を
行
い
ま
す
。

※
必
要
な
場
合
に
は
、
当
院
か

ら
訪
問
診
察
を
行
い
、
病
状

の
管
理
を
行
い
ま
す
。

※
総
合
診
療
科
の
診
察
日
は
、

火
・
木
で
、
松
浦
院
長
が
診

察
し
ま
す
。

■
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
と
は
、

総
合
診
療
科
と
一
体
と
な
り
、

患
者
さ
ん
の
心
身
の
状
態
、

療
養
生
活
上
の
問
題
な
ど
に

つ
い
て
総
合
的
に
診
察
し
ま

す
。
医
師
、
看
護
師
、
保
健

師
、
社
会
福
祉
士
、
薬
剤
師
、

リ
ハ
ビ
リ
職
員
、
栄
養
士
、

訪
問
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
な
ど
が
協
働
し
、
在
宅

療
養
の
相
談
・
支
援
を
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
生
活
習
慣
病

対
策
な
ど
の
健
康
管
理
指
導

体
制
の
強
化
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。 

水道料金・下水道使用料改定を答申

　3 月29日、多可町水道委員会が、合併後の検討課題
とされていた「水道料金・下水道使用料の改定」につ
いて、町長から諮問を受け答申を行いました。
　水道料金および下水道使用料については、合併
当時に見直されたものの、区ごとに一部相違があ
りました。
　水道委員会では、公平な負担の原理や少子高齢化
傾向による財政運営などあらゆる面から 6回に及ぶ
委員会を開催し、慎重に審議し答申となりました。
  
◆答申の主な内容
＜水道料金＞
　超過料金を157.5円/㎥に定め、町内の料金を統一
する。
＜下水道使用料＞
　現行の使用人数による「人頭制」から下水施設に流
される量による「従量制」へと移行する。
＜改定時期＞
　平成26年度とし、算定期間は 5 年間で実施する。

◆今後の方向
　委員会からの答申内容を踏まえ、今後は町として主
体的、前向きに改定に向けて検討を進めていきます。

多可町水道委員会

▲町長に答申を行う笹倉委員長▲町長に答申を行う青山会長

　3 月30日、多可町消防整備審議会が、「特設部廃止
後の消防体制」について、町長から諮問を受け答申
を行いました。
　平成18年度の消防整備審議会において、特設部は
平成26年度をめどに廃止することになっています。そ
の答申をさらに具体化するため、特設部廃止後の本部
体制や本部車の受け入れ集落および団員の負担軽減な
どについて、3回の審議会を開催し今回の答申となり
ました。
  
◆答申の主な内容
①災害現場における指揮命令系統の確立を図るため
に、現在の特設部・本部の車両が配備されている
集落を基本に本部車を配置する。ただし、本部車
の役割を再考し、負担の軽減を図る。
②特設部廃止後の出動体制を消防団において検討する。
③火災現場においては、複数の消防ポンプ自動車が
必要である。
④本部車を配備している団員・集落ならびにそのほ
かの集落に対する補助制度の整合性を図る。
⑤消防団員の定数のあり方や部の合併を検討し、団
員確保や消防資機材の整備・充実を推進する。
⑥消防団だけでなく、住民一人一人が「自分たちの
まちは自分たちで守る」という防災意識の高揚を
図り、町・集落・住民が一体となった安全・安心
のまちづくりを推進する。

多可町消防整備審議会
特設部廃止後の消防体制を答申

  

た
か
ち
ょ
う

　
　
　
　

防
災
ネ
ッ
ト

　
「
た
か
ち
ょ
う
防
災
ネ
ッ
ト
」

と
は
、
町
が
運
用
す
る
緊
急
情

報
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
で

す
。

　

登
録
を
す
る
と
、
気
象
情
報

や
火
災
情
報
・
防
災
情
報
な
ど

の
緊
急
情
報
が
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
に
、
メ
ー
ル
配
信
さ
れ

ま
す
。

　

登
録
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
た
か
ち
ょ
う
防
災
ネ

ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

http://bosai.net/takacho/

提
供
さ
れ
る
情
報

【
緊
急
情
報
メ
ー
ル
】

　

避
難
勧
告
な
ど
の
防
災
情
報

や
地
域
の
火
災
情
報
な
ど
。

【
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
】

　

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
が

届
き
ま
す
。

【
気
象
情
報
メ
ー
ル
】

　

県
下
震
度
4
以
上
、
警
報
各

種
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、
河

川
洪
水
情
報
な
ど
。

問
合
先　

生
活
安
全
課

　

☎（
32
）4
7
7
7

問合先　生活安全課     ☎(32)4777 問合先　上下水道課     ☎（32)2815



年
金
広
報

ぼ
ん
え
る
ふ

ぼ
ん
え
る
ふ

●
問
合
先  　
住
民
課

　
　
　
　　

☎（
32
）2
3
8
3

保険料の納付が10年間に！
　年金確保支援法が実施されます

　

国
民
年
金
の
毎
月
の
保
険
料

は
、
翌
月
末
日
ま
で
に
納
付
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

保
険
料
を
未
納
に
し
て
い
た
場

合
に
は
、
2
年
前
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
2
年
を
経
過

す
る
と
時
効
に
よ
り
納
付
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
年
金
確
保
支
援
法
は
、

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
被
保
険

者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
今

年
の
10
月
1
日
か
ら
3
年
以
内

の
期
間
に
限
っ
て
保
険
料
の
後

払
い（
後
納
）が
で
き
る
よ
う
に

な
る
も
の
で
す
。
こ
の
特
例
措

置
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
人
は
、
申
請
し
、
厚

生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
れ

ば
、
過
去
2
年
分
だ
け
で
な
く

過
去
10
年
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
保
険
料
の
後
納
が
で
き

る
の
は
、
時
効
に
よ
っ
て
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間（
2

年
以
上
前
の
期
間
）の
保
険
料
に

限
ら
れ
ま
す
。
時
効
に
な
っ
て

い
な
い
2
年
以
内
の
期
間
に
つ

い
て
保
険
料
の
未
納
が
あ
る
場

合
に
は
、
そ
の
保
険
料
を
先
に

納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

後
納
す
る
保
険
料
は
、
当
時

の
保
険
料
の
額
に
一
定
の
額
が

加
算
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
先
に

経
過
し
た
月
分
の
国
民
年
金
の

保
険
料
か
ら
納
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
法
案
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
を
延
長
す
る
こ
と
で
、

将
来
の
無
年
金
・
低
年
金
者
の

発
生
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
申
請
の
手

続
き
は
お
済
み
で
す
か

　

学
生
で
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

学
生
納
付
特
例
の
手
続
き
を
し
、

承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
引
き
続
き
、

平
成
24
年
度
も
学
生
納
付
特
例

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
4
月
が

更
新
月
に
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
3
月
ま
で
学
生
で
学

生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
し
、

4
月
か
ら
学
生
で
な
く
な
り
、

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
に
は
、
免
除
・
猶
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平成24～26年度の
　　　介護保険料が決定！

FAX

　

免
除
・
猶
予
の
申
請
を
希
望

す
る
人
は
、
役
場
・
国
民
年
金

担
当
窓
口
で
手
続
き
を
し
ま
し

ょ
う
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

•
年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
が    

確
認
で
き
る
も
の
）

・
平
成
24
年
度
有
効
の
学
生
証   

ま
た
は
在
学
証
明
書（
学
生
納

付
特
例
を
希
望
す
る
人
の
み
）

•
印
鑑

予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
制
度
は
、
本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が

一
定
以
下
の
場
合
、
申
請
し
承

認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付

を
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
は
、

30
歳
未
満
で
あ
れ
ば
、
世
帯
主

の
所
得
は
審
査
対
象
と
は
せ
ず
、

本
人
と
配
偶
者
の
所
得
の
み
で

審
査
さ
れ
ま
す
。

保険料を追納することができます
　保険料の免除や学生納付特例制度、若年者納付猶予制度の承
認を受けた期間は、保険料を全額納付したときに比べ、将来受
ける年金額が少なくなります。
　10年以内であれば、後からこの期間の保険料を納めること（追
納）ができます。

平成14年度
15年度
16年度
17年度
18年度
19年度
20年度
21年度
22年度
23年度

14,940円
14,720円
14,510円
14,560円
14,610円
14,640円
14,760円
14,840円
15,100円
15,020円

7,470円
7,360円
7,260円
7,280円
7,300円
7,320円
7,370円
7,420円
7,550円
7,510円

3,650円
3,650円
3,690円
3,700円
3,770円
3,750円

10,950円
10,970円
11,070円
11,120円
11,320円
11,260円

全額免除 4分の1免除半額免除4分の3免除
免除の承認を受けた年度の保険料を平成24年度中に追納する場合の額

      　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
人
を

社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
と

し
て
、
介
護
保
険
制
度
が
創
設

さ
れ
12
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

費
用
は
、
上
昇
を
続
け
て
お
り
、

町
に
お
い
て
も
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
た
平
成
12
年
度
と
比
較
す

る
と
2
・
5
倍
増
の
年
間
約
20

億
円
の
介
護
給
付
費
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
要
介
護
認
定

者
数
の
増
加
が
予
測
さ
れ
、
さ

ら
な
る
給
付
費
の
上
昇
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
第
5
期
計
画
で
は
、
こ
の

増
加
費
用
を
見
込
み
な
が
ら
次

の
よ
う
な
改
定
を
行
い
保
険
料

を
決
定
し
て
い
ま
す
。

■
保
険
料
段
階
の
見
直
し

 　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
改
定

や
認
定
者
数
の
増
加
に
よ
る
給

付
費
用
の
上
昇
、
第
1
号
被
保

険
者（
65
歳
以
上
の
人
）の
保
険

料
負
担
割
合
の
増
加
な
ど
を
見

込
み
な
が
ら
被
保
険
者
の
負
担

能
力
に
応
じ
た
保
険
料
の
設
定

を
策
定
委
員
会
に
お
い
て
審
議

し
、
第
5
期
計
画
で
は
平
成
21

年
度
〜
23
年
度
に
お
い
て
実
施

し
た「
特
例
第
4
段
階
」を
継
続

し
て
実
施
す
る
こ
と
、
保
険
料

負
担
段
階
第
3
段
階
に「
特
例
第

3
段
階
」を
新
設
す
る
こ
と
に
よ

り
低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
料

負
担
の
軽
減
を
図
り
、
負
担
能

力
に
応
じ
た
保
険
料
設
定
の
観

点
か
ら「
第
7
段
階
」を
新
設
し

て
い
ま
す
。

■
介
護
保
険
料
の
設
定

 　

今
後
3
年
間
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
費
用
、
介
護
予
防
事

業
な
ど
に
係
る
費
用（
約
65
億

円
）を
賄
う
た
め
、
第
1
号
被
保

険
者
は
総
費
用
の
21
％
を
保
険

料
と
し
て
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

町
で
は
、
県
か
ら
返
還
さ
れ

た
財
政
安
定
化
基
金
積
立
金
や

介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
取
り

崩
す
こ
と
に
よ
り
、
上
昇
額
の

抑
制
を
行
い
、
第
5
期
計
画
期

間（
平
成
24
〜
26
年
度
）に
お
け

る
保
険
料
基
準
額（
月
額
）を
6

年
ぶ
り
に
9
0
0
円
ア
ッ
プ
し

た
5
，3
0
0
円
に
決
定
し
ま
し

た
。

　

第
1
号
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

に
負
担
す
る
保
険
料
は
、
左
表

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険

介
護
保
険

●
問
合
先  

　

健
康
福
祉
課

　

☎（
32
）5
1
5
1

～6年ぶりに保険料改定～

保 険 料 
負担段階

第５段階

第６段階

第4段階

第３段階

特 例
第３段階
（新設）

第2段階

第１段階

第7段階
（新設）

特 例
第４段階
（継続）

対　　象　　者 基準額に対す
る負担割合 月額保険料※ 年額保険料※

生活保護の受給者か老齢福祉
年金受給者であって、世帯全
員が住民税非課税の人
世帯全員が住民税非課税で、前
年の課税年金収入とその他の所
得の合計額が80万円以下の人
世帯全員が住民税非課税で、
前年の課税年金収入とその他
の所得の合計額が80万円を超
え120万円以下の人（軽減対象）
世帯全員が住民税非課税で、前年
の課税年金収入とその他の所得の
合計額が120万円を超える人
世帯の誰かに住民税が課税され
ているが、本人は住民税非課税
であり、前年の課税年金収入と
その他の所得の合計額が80万円
以下の人（軽減対象）

世帯の誰かに住民税が課税され
ているが、本人は住民税非課税
であり、前年の課税年金収入と
その他の所得の合計額が80万円
を超える人（基準額）

本人が住民税課税で、前年の合
計所得金額が190万円未満の人

本人が住民税課税で、前
年合計所得金額が190万円
以上400万円未満の人

本人が住民税課税で前年の合計
所得金額が400万円以上の人

×0.50

×1.75

×1.50

×1.25

×1.00

×0.90

×0.75

×0.65

×0.50

2,650円

9,275円

7,950円

5,300円

6,625円

4,770円

3,975円

3,445円

2,650円

111,300円

95,400円

79,500円

63,600円

57,200円

47,700円

41,300円

31,800円

31,800円

■負担段階別介護保険料（平成24～26年度）

※年度途中での資格取得または喪失により、保険料の額を月割りで算出する場合は、100円未満
　の端数金額は切り捨てになります。



『まほうのタオル』
おのりえん／作

はたこうしろう／絵
フレーベル館

『一年四組の窓から』
　あさのあつこ／著　光文社

（ブースによって異なります）

【別掲】

’12ベルディーホール住民企画事業

’12ベルディーホール住民企画事業 好評発売中

好評発売中

■と　き　 5月 3日（祝・木）　午前10時～午後 3時
■ところ　那珂ふれあい館　芝生広場
■内　容　
・「出前」どんぐりっ子の森あそび！
・青年団のお姉さんお兄さんとゲームを楽しもう！
・手作りおもちゃを作ろう！　・アートフラワー
・七宝焼き教室　・ちぎり絵教室　・手編み教室
・ハーブで石けん作り　・おじゃみを作ろう！
・よもぎ焼きもち　・古墳めぐり
・拓本体験　・勾玉作り　・弓矢体験　ほか　

◆チケット料金  《当日500円増》
【全席自由】
　一　　　般　2,000円
　高校生以下　1,000円
<一部>は公募合唱団と関西フィルハーモニー管弦楽団と夢の
共演。＜二部＞は演奏会をお楽しみください。

◆チケット料金  《当日500円増》【全席指定】
　一般　2,000円　　高校生以下　1,000円
ねこの国を通して大切なことを伝えてくれる、心温まる物語。

　　　　　　　　　　

◆チケット料金  《当日500円増》【全席指定】
　〈宝くじの助成により特別料金〉
　一般　2,000円　　高校生以下　1,000円
27歳のOL・タエ子。ある日彼女の前に小学 5 年生の自分が現
れた。時空を超える“おもひで”の旅がタエ子を変えてい
く・・・

◆チケット料金【全席自由】
　一般　1,000円　　高校生以下　500円
　※未就学児　無料
◆友の会前売開始　5月12日（土）
◆一般前売開始　　5月19日（土）

※上記以外のイベントや詳しい内容は、お問い合わせください。

東山古墳群めぐり
～多可町の歴史を学ぼう！～
多可ふれあいボランティアガイド

図書館通信���������	
問多可町図書館☎（32）5170・加美図書室☎（35）0080

　八千代図書室☎（37）0250
ホームページ http://www.library.taka.hyogo.jp/

ベルディーだより	
	�������	
問ベルディーホール☎（32）1300　FAX（32）4060

　ホームページ http://www.town.taka.lg.jp/verde/

子育てふれあい

活動あれこれ
問子育てふれあいセンター☎（37）2525

ホームページ http://www.town.taka.lg.jp/kosodate/
問那珂ふれあい館☎（32）0685　FAX（30）2730

　ホームページ http://www.town.taka.lg.jp/nakafureai/

那珂ふれあい館
5月の体験イベント
（イベントは要予約/3日は不要）

好評発売中 日 時　間 内　容 参加費など

3
日
（木）

４
日
（金）

６
日
（日）

13
日
（日）

12
日
（土）

23
日
（水）

27
日
（日）

19
日
（土）

今月おすすめの 2冊　テーマ『こどもの日』

  

　　　　　　　　
　マラソン大会の練習をする明
るく元気な4人兄弟。いつも彼ら
の周りは大騒ぎです。大会の日、
タオルで作ったはちまきをして、
いざスタート。でも彼らの行くと

ころにはやっぱり大事件が待っていました···。タオル
と子どもたちが大活躍するかわいいお話です。

　
　中学 1 年生の杏里は転校したば 　
かりの校舎の中、ふと入った教室
で一真と出会います。それぞれ
に悩みを抱えながらも、仲間に
支えられ次第に心を通わせてい
く2人。未来に向かって歩きだ
す彼女たちの友情と心の成長
がさわやかに描かれた物語です。

　　
◉おはなし会
　と　き　 5月12日（土）・26日（土） 午前10時30分～
　ところ　おはなしの部屋
◉講演「子どもの絵を読むー子どもの発達と表現ー」
　と　き　 5月20日（日）　午前10時～正午
　ところ　多可町図書館
　講　師　来住しげ樹さん
◉ストーリーテリング実践講座受講生募集（全 5回）
　と　き　 5月22日（火）・ 7月17日（火）
　　　　　10月23日（火）・12月18日（火）
          2 月19日（火）　
　　　　　午前10時～正午
　ところ　多可町図書館
　講　師　大澤百世さん
　定　員　20人
　申込期限　 5月18日（金）　
　　　　　　※定員になり次第、締め切ります。

【お知らせ】

13:30～

手編み手芸教室
～手編みの基礎から学べます♪～
講師：藤原千恵さん

ちぎり絵教室
～すてきな額を作ろう！～
講師：在田ちか子さん

13:30～

23 22

まるごと!ものづくりフェア
～いろいろな体験ブースが登場♪～

どんぐりクッキー作り
～ほろにがナチュラルクッキー！～

ミニぞうりストラップ作り
～伝統技術を学ぼう！～

七宝焼き教室
～七色に輝くキーホルダー♪～
講師：蔵本繁子さん

七宝焼き教室
～七色に輝くキーホルダー♪～
講師：蔵本繁子さん

森の工作教室
～木で昆虫を作ってみよう～

ハーブでクッキング♪
～ハーブスパイスで簡単ピザ作り！～
講師：牧　美紀さん

親子で発掘体験
～考古学博士への第一歩！～

勾玉づくりスペシャル！
～勾玉と鹿角のマジカルネックレス～

10:00～

9:30～

13:30～

9:30～

13:30～

9:30～

9:30～

10:00～

10:00
集合

13:30～

13:30～

9:30～

9:30～

26
日
（土）

参加費：100円
材料費：別途

参加費：無料～
　　　　500円程度

参加費：200円

参加費：無料

参加費：100円
材料費：500円～

参加費：100円
材料費：500円～

参加費：100円
材料費：400円

参加費：300円
持ち物：エプロン、三角巾

2012. 5月号　広報たか
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▲幼稚園児とお散歩 ▲「命の授業」で小学生と
　ふれあい体験

▲中高生の育児体験 ▲青年団とおもちつき

▲婦人会とふれあい交流

▲施設訪問でおじいちゃん
　おばあちゃんとあったか
交流

▲いずみ会と料理講習

今年度も、いろいろな
交流を通してたくさん
の皆さんとふれあい、
人と人とのつながりを
大切にしていきたいと
思っています。

炭焼き体験教室
～きれいな竹炭をかざろう！～

消しゴムはんこ作り
～母の日のメッセージカードを作ろう！～

13:30～

参加費：500円

参加費:200円
小学生以上対象

参加費：150円

参加費：300円

参加費：300円

参加費：100円
材料費：300円～

【ゴールデンウィーク・スペシャルイベント】
那珂ふれあい館「まるごと！ものづくりフェア」

「関西フィルハーモニー管弦楽団と歌おう」
6 月17日（日）
　開演：午後3時
（開場：午後2時30分）

’12ベルディーホール自主事業【宝くじ文化公演】

オペラ「ねこのくにのおきゃくさま」
7 月14日（土）
　開演：午後 6時30分
（開場：午後 6時）
　出演：こんにゃく座

’12ベルディーホール自主事業 発売開始

ミュージカル「おもひでぽろぽろ」
7 月20日（金）
　開演：午後 2時（開場：午後 1時30分）
　出演：わらび座

夏のジュニア・ミュージカル2012「夏梅伝」
7 月15日（日）　※出演者大募集！
　開演：午後4時（開場：午後3時30分）

5月の活動のお知らせ

活動の様子

◉『ふれあい遊び』

■と　き　① 5月 7日（月） 
　　　　　② 5月 8日 （火）
　　　　　③ 5月 9日（水）
　　　　　午前10時15分～午前11時30分
■ところ　アスパル
■内　容　ふれあい遊び
■対　象　①H18～21年度生まれ　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　②H22年度生まれ
　　　　　③H23年度生まれ

▲昨年の講座の様子
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【普通町営住宅】
申込み　 5 月15日（火）午後 5時まで
対　象　所得金額（収入月額）が158,000円以下
（裁量階層世帯　 の場合214,000円以下）の世帯
募　集
•加美区大袋三日市団地　1戸（H11建／木2／3LDK）
　入居者負担月額 19,800円～29,500円
・加美区寺内団地Ⅱ棟　3戸（H6建／準耐火3／3LDK）
　 入居者負担月額 16,700円～24,900円
・八千代区野口団地   1 戸（H19建／木2／3LDK）
　入居者負担月額 22,300円～33,200円

【子育て世帯・若者世帯向け町営住宅】
【特別賃貸町営住宅】
申込み　常時受付中
対　象　所得金額（収入月額）が158,001円以上
487,000円以下の世帯
募　集　詳しくは、お問い合わせください。

•入居者負担月額は世帯総所得額により決定し、
敷金は家賃 3カ月分の負担となります。
•普通町営住宅は、応募多数の場合、町営住宅
入居者選考委員会で住宅困窮度の判定を行い、
同程度の困窮度とみなされた場合は公開抽選
となります。入居可能日は 5 月上旬の予定で
すが、都合により前後することがあります。
•常時受付分は、書類審査後に随時入居できます。
※県営住宅「八千代下野間住宅」の空き家情報・
受付方法は、お問い合わせください。

く
ら
し
の

情
報
館

☎（32）2380
☎（32）4775
☎（32）2382
☎（32）2381
☎（32）4779
☎（32）2386
☎（32）2383
☎（32）4776
☎（32）4777
☎（32）2388
☎（32）2389

☎（32）5122    
☎（32）5151
☎（30）2525

☎（30）0855
☎（32）2815

☎（35）0080
☎（37）0250

☎（32）2384
☎（32）2385

☎（32）1250

☎（32）1389
☎（35）1001
☎（36）0080
☎（35）1600
☎（32）4328
☎（35）1420
☎（36）0212
☎（35）0029
☎（37）20１0

【多可町役場】
代 表
議 会 事 務 局
総 務 課
経 営 企 画 課
地 域 振 興 課
税 務 課
住 民 課
（住宅政策室）
生 活 安 全 課
産 業 振 興 課
会 計 課
【 ア ス パ ル 】
生 涯 学 習 課
健 康 福 祉 課
地域包括支援センター
【建設・上下水】
建 設 課
上 下 水 道 課
【コミュニティプラザ】
加 美 プ ラ ザ
八千代プラザ
【教育委員会】
教 育 総 務 課
こども未来課
【 公 民 館 】
中 央 公 民 館
（青少年育成センター）
【その他の施設】
中ふれあいセンター・隣保館
たかテレビ局
杉原紙研究所
交 流 会 館
中 児 童 館
みなみ児童館
杉原谷診療所
松井庄診療所
八千代診療所
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多可消防署発

　あなたは、火事が発生したときや救急車が必要
なとき119番通報していますか？
　町内から119番通報する
と西脇消防署の司令室に電
話がつながり、すぐに災害
の種別と発生場所が特定さ
れ、多可消防署、加美・八
千代消防駐在所から消防車
や救急車が災害現場へ出動
します。
　多可消防署などに直接、電話しても災害現場へ
は出動しますが、場所を確認し、状況を聞いてか
ら出動するため現場への到着が遅れます。
　1 分、1 秒を急ぐスムーズな出動には、あわて
ず、落ち着いて局番なしの119番をお願いします。
※携帯電話からの119番通報も局番は必要ありま
　せん。

消防テレホンサービス（自動案内）
☎（23）7744

　西脇市、多可町内の災害状況や近くの公立病院
（夜間・休日）の診療科目が知りたいとき。

火事・救急は119番
消防通信 vol.76
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間
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？

　

花
作
り
が
好
き
な
人
な
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誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
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と　

き　

5
月
15
日（
火
）、18
日

　
（
金
）、23
日（
水
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
ご
ろ

集
合
場
所　
ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

参
加
費　
2
，0
0
0
円（
昼
食
付
）

定　

員　

各
25
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

申
込
開
始　

5
月
7
日（
月
）

　

午
前
9
時
〜
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受
付
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先　

観
光
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流
協
会（
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課
内
）

　

☎（
32
）4
7
7
9

◉
多
可
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
ツ
ア
ー

◉
多
可
町
ブ
ラ
ン
ド
認
証

商
品

【
診
療
所
事
務
員
】

応
募
資
格

　

医
療
事
務
資
格
取
得
者
ま
た
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医
療
事
務
に
関
心
が
あ
り
、

就
業
意
欲
の
あ
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人
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金　

時
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0
0
円

勤
務
時
間　

　

午
前
8
時
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分
〜
正
午（
月
〜

土
曜
日
の
内
、
週
5
日
勤
務
）

※
場
合
に
よ
り
、
午
後
の
勤
務

あ
り
。

募
集
期
限　

5
月
24
日（
木
）

応
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方
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書
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事
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、
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課
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し
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す
。
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課
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1
5
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◉
診
療
所
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す

［＊］

［＊38,900円］

［＊32,800円］

［＊43,800円］

●問合先　多可消防署
☎（32）0119
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Ｙ
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月
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車
場

コ
ー
ス

　

八
千
代
北
小
学
校
↓
化
け
椿
↓

鹿
子
神
社
↓
ネ
イ
チ
ャ
ー
パ
ー

ク
か
さ
が
た（
往
復
約
8
㌔
）

参
加
費　

2
0
0
円

申
込
期
限　

5
月
9
日（
水
）

問
合
先　

生
涯
学
習
課

　

☎（
32
）5
1
2
2

 

多
可
町
ス
ポ
ー
ツ
Ｄ
Ａ
Ｙ

　　

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
は
、

年
齢
、
体
力
、
運
動
経
験
に
関

係
な
く
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。（
ビ
ニ
ー
ル
製
の

ボ
ー
ル
を
使
用
し
ま
す
。）

　

多
可
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

会
で
は
、「
健
康
づ
く
り
」や「
仲

間
づ
く
り
」を
目
指
し
、
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

と　

き　

5
月
27
日（
日
）

　

午
前
9
時
〜

と
こ
ろ　

ア
ス
パ
ル
ア
リ
ー
ナ

参
加
費　

4
0
0
円（
チ
ー
ム
）

申
込
期
限　

5
月
18
日（
金
）

　

午
後
5
時

問
合
先　

生
涯
学
習
課

　

☎（
32
）5
1
2
2

　

い
ろ
い
ろ
な
出
店
で
遊
ん
だ

り
し
て
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
す
！

と　

き　

5
月
5
日（
土・祝
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
45
分

※
雨
天
決
行

場　

所　
那
珂
ふ
れ
あ
い
館

内　

容　

食
べ
物
、
も
の
作
り
、

い
ろ
い
ろ
な
あ
そ
び
コ
ー
ナ

ー
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど

参
加
費　

2
0
0
円（
券
10
枚
）

問
合
先　

　

児
童
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

☎（
32
）4
3
2
8

◉
平
成
24
年
度

　
　
　
　

 

児
童
館
ま
つ
り

お
知
ら
せ

◉
聴
覚
障
害
者
移
動
相
談

　　

こ
れ
ま
で
73
点
が
誕
生
し
た

多
可
町
ブ
ラ
ン
ド
認
証
商
品
。

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
認
証
商
品
シ

ー
ル
が
貼
ら
れ
た
商
品
が
並
ぶ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
第
12
次
特
産
品
認
証

商
品
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
自
慢
の
特
産
品
を
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

5
月
14
日（
月
）

問
合
先　

地
域
振
興
課

　

☎（
32
）4
7
7
9

多可町ブランド

認証特産品

第
12
次
申
請
受
付
中

問合先
住民課
（住宅政策室）
 ☎（32）4776

町営住宅の入居者募集町営住宅の入居者募集町営住宅の入居者募集



母子保健事業と健康づくり事業

母子保健事業

母子健康手帳交付
と

妊婦健康相談

2歳児育児教室
乳幼児育児相談
4カ月児健診

もぐもぐ離乳食教室
9カ月児育児教室
ふれあい遊びの教室
1歳 6カ月児健診

こうのとりセミナー（両親学級）
健康づくり事業

一般健康相談（保健師・栄養士）

あすなろ教室

短期集中健康運動教室 1期

ヘルシークッキング 1期
ポリオ予防接種

オストメイトのつどい
こころの相談

メンタルヘルス相談

こころのケア相談

月　日
5 月 1 日（火）
5月21日（月）
6月 4日（月）
5月10日（木）
5月 9日（水）
5月11日（金）
5月17日（木）
5月16日（水）
5月24日（木）
5月29日（火）
6月 1日（金）
月　日

5 月15日（火）
5月17日（木）
5月15日（火）
5月18日（金）
5月16日（水）
5月23日（水）
6月 6日（水）
5月18日（金）
5月18日（金）
5月19日（土）
5月23日（水）
5月25日（金）

5月24日（木）

時　間
15：30～17：00
8：45～11：30
15：30～17：00
9：30～10：00受付
9：30～11：30

13：00～14：00受付
9：30～ 9：50受付
9：30～10：00受付
9：30～11：30

13：10～14：00受付
14：00～16：00
時　間
9：30～11：30
13：30～15：30
13：30～15：30
13：30～15：30
19：30～21：00
19：30～21：00
19：30～21：00
9：50受付

13：30～14：30
13：30～15：30
9：30～15：30
13：30～16：00

13：30～

場　所
アスパル
アスパル
アスパル
アスパル
アスパル
アスパル
アスパル
アスパル
アスパル
アスパル
アスパル
場　所
アスパル
アスパル
交流会館
八千代プラザ
アスパル
アスパル
アスパル
アスパル
アスパル
アスパル
八千代プラザ
西脇市役所

加東健康福祉事務所

対象など

対　象：町内に住所を有する妊婦
持ち物：妊娠届出書・印鑑

Ｈ22年 2 月 1 日～ 3月25日生まれ

自由参加

Ｈ24年 1 月生まれ

7～11カ月児（要申込・託児有）

Ｈ23年 7 月生まれ

要申込

Ｈ22年10月 1 日～10月31日生まれ

Ｈ24年 7 月～ 9月出産予定の夫婦

備　考
栄養相談は要予約

持ち物：お茶・タオル
参加費：500円（初回時のみ）

対　象：Ｈ23年 7 月 1 日～12月31日生まれ

要予約

要予約

要予約

※妊婦健康診査費助成の手続き
も行います。

問健康福祉課　☎（32）5151

　

接
種
希
望
者
は
、
協
力
医
療

機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対　

象

•
内
部
障
が
い
の
身
体
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
人

•
基
礎
疾
患
の
あ
る
65
歳
以
上

の
人

と
こ
ろ

　

西
脇
市
・
多
可
町
内
の
協
力

医
療
機
関

助
成
回
数　

5
年
間
に
1
回

助
成
額　

上
限
4
，0
0
0
円

※
超
過
分
は
自
己
負
担

手
続
き

①
医
療
機
関
か
ら
配
布
さ
れ
た

申
請
書
に
記
入
し
、
健
康
福

祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

②
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
助

成
券
を
交
付
し
ま
す
。

③
接
種
受
付
の
際
に
、
助
成
券

を
指
定
医
療
機
関
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

④
接
種
費
か
ら
上
限
4
，0
0
0

円
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

問
合
先　

健
康
福
祉
課

　

☎（
32
）5
1
5
1

2012. 5月号　広報たか27 262012. 5月号　広報たか

お
知
ら
せ

問加東健康福祉事務所地域保健課　☎（42）5111

小
児
慢
性
特
定
疾
患

 
現
在
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
で
、
平
成
24
年
8
月

1
日
以
降
も
引
き
続
き
交
付
を

希
望
す
る
人
は
、
更
新
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対　

象

 
8
月
1
日
以
降
も
医
療
受
給

者
証
の
交
付
を
希
望
す
る
人

で
、
満
20
歳
未
満
の
人（
8
月

1
日
時
点
）

受
付
日
時

 
5
月
1
日（
火
）〜
6
月
29
日

（
金
）

　

午
前
9
時
〜
正
午
、
午
後
1

時
〜
5
時
30
分

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

提
出
書
類

•
更
新
申
請
書

•
医
療
意
見
書

•
世
帯
全
員
の
住
民
票

•
健
康
保
険
証

•
印
鑑　

な
ど

※
申
請
書
類
は
、
対
象
者
に
郵

送
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

加
東
健
康
福
祉
事
務

所
地
域
保
健
課

　

☎（
42
）5
1
1
1

◉
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
の
一
部
を
助
成

身体障がい者相談・知的障がい者相談・精神障がい者相談 西脇多可
休日急患センター
当直勤務

北播磨小児救急医療電話相談

と　き

5 月 6 日（日）

5月13日（日）

5月20日（日）

5月27日（日）

担当の先生

天野　昌彦 先生

冨田　誠人 先生

山本　壽幸 先生

生野　哲雄 先生

診察日　　日曜日
診察時間　 9：00～17：00
ところ　　西脇病院救急外来室
担当の先生

※病状やけがの様子など、
　電話であらかじめご連絡
　ください。

問健康福祉課　☎（32）5151

【身体障がい者・知的障がい者相談】
6 月 1 日（金）
　13：00～16：00　アスパル　
　小谷隆亮・西田義孝・吉崎敏郎
【身体障がい者相談】
6 月 4 日（月）
　13：30～16：00
　ささゆりふれあいセンター
　宮﨑維二・植山八郎
6月13日（水）
　13：30～16：00　加美プラザ
　藤村正幸・神崎　明

【知的障がい者相談】　※要予約
第 3火曜日（祝日は除く）
　9：00～正午
　アスパル
　のぎく療育園相談員
【精神障がい者相談】
5 月11日（金）・23日（水）
　9：00～正午
　厚生会館 2階　☎（30）0070
　白ゆり会相談員

問西脇多可休日急患センター　☎（23）5380

と　き
5 月 7 日（月）
9：00～正午
6月 7日（木）
9：00～正午
5月 8日（火）
9：00～正午
5月16日（水）
13：30～15：30

ところ

アスパル

アスパル

加美プラザ

ささゆりふれあい
センター

民生委員
吉田眞一
德平享重
吉田省吾
桑村洋子
平尾道公
安田利幸
岩田義和
森位　道

問社会福祉協議会
　☎（32）3425心配ごと相談

と　き　 5月10日（木）13：00～15：00
ところ　アスパル

問健康福祉課☎（32）5151
総務課☎（32）2382合同相談問消費生活

センター
☎（32）4777

消費生活・
多重債務相談
【専門相談員による相談】　※予約優先
と　き　毎週金曜日
　　　　10：00～正午、13：00～16：00
ところ　多可町役場
【職員による相談】
と　き　随時　ところ　多可町役場
※受付は、いずれも生活安全課で行います。

問多可町青少年
育成センター
☎（32）3423

多可っ子
悩み相談
と　き　毎週月～金曜日（祝日は除く）
　　　　9：00～16：00
相談内容
　『児童・生徒の悩みや子どもの教
育に関する悩み全般』

　症状への対応方法などについての助言や適切な
受診医療機関の紹介を行います。
相談時間　18：00～22：00（年末年始・祝日を除く）

☎ 0794（62）1371
兵庫県小児救急医療電
話相談でも、相談を受
け付けています。
　☎♯8000番
※ダイヤル回線・IP電
話は☎078（731）8899

平
成
24
年
度
も
継
続

【
子
宮
頸
が
ん
予
防ワク

チ
ン
接
種
】

対　

象

 
中
学
1
年
生
〜
高
校
1
年
生

の
年
齢
相
当
の
人

※
高
校
2
年
生
の
年
齢
相
当
の

人
は
、
高
校
1
年
生
の
年
齢

相
当
の
と
き
の
平
成
24
年
3

月
31
日
ま
で
に
1
回
目
ま
た

は
2
回
目
の
接
種
を
し
た
人

の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
】

対　

象

 
生
後
2
カ
月
以
上
5
歳
未
満

の
人

【
小
児
用
肺
炎
球
菌ワク

チ
ン
接
種
】

対　

象

 
生
後
2
カ
月
以
上
5
歳
未
満

の
人

※
指
定
医
療
機
関
に
予
約
を
し

て
か
ら
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
時
に
必
ず
母
子
健
康
手

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
福
祉
課

　

☎（
32
）5
1
5
1

◉
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
促

進
事
業
が
延
長

テーマ：わが家の食事バランスをチェック !
持ち物：エプロン・三角巾・タオル　材料代：200 円

人権擁護委員

民生委員
身体障がい者相談員

人権擁護委員

行政相談委員
民生委員
身体障がい者相談員

人権擁護委員

行政相談委員
民生委員
身体障がい者相談員

藤井良夫
岸本小夜子
高橋雅子
遠藤泰造
小谷隆亮

大江　保
吉田純子
藤浦弥宗次
深田一雄
藤村正幸

近藤寛隆
清水光義
門脇教蔵
門脇國明
宮﨑維二

ところ　加美プラザ

ところ　八千代プラザ

※人権相談は、10：00～正午も開催してい
ます。

◉「
医
療
受
給
者
証
」更
新

交
付
申
請
の
手
続
き

と　き

5 月10日（木）
10：00～正午

5月10日（木）
10：00～正午
5月10日（木）
10：00～正午

ところ

アスパル

加美プラザ

八千代プラザ

人権擁護委員
藤井良夫
岸本小夜子
高橋雅子
大江　保
吉田純子
近藤寛隆
清水光義

問健康福祉課
　☎（32）5151人権相談

人権に関わる相談に応じます。

け
い



お
知
ら
せ

入札結果
工　事　名

3 月 6 日実施
町道上三原26号線道路災害復旧工事
中区地内　中村上・下井堰その他災害復旧工事
（普）田町谷川他　河川災害復旧工事
（仮称）多可町学校給食センター建設工事
市原山神ノ下集落道改修工事・実施設計・調査委託業務
熊野部地区排水路改修工事
寺内道ノ下水路改良工事測量・実施設計委託業務
（普）スゴ谷川河川災害復旧工事
（普）大和川　河川災害復旧工事
町道鳥羽清水線道路災害復旧工事
箸荷才田地区水路改修工事
3 月21日実施
俵田北･南排水路改修工事
（普）古坂川河川災害復旧工事
（普）西谷川他　河川災害復旧工事
（普）西谷川・町道西谷公園線他　災害復旧工事
町道柳山寺46号・柳山寺1号線（梨谷 1号橋）災害復旧工事
（普）政鍛冶谷川・町道柳山寺47号線　災害復旧工事
（普）西田谷川　河川災害復旧工事
的場地区農業用用排水路改修工事
（仮称）多可町学校給食センター建設工事　工事監理業務委託

場　所

上三原
中村町
大　和
岸　上
市　原
熊野部
寺　内
中　村
大　和
鳥羽・清水
箸　荷

俵　田
柳山寺
中三原
中三原
柳山寺
柳山寺
寺　内
的　場
岸　上

請負金額（税込）

11,340,000円
42,000,000円
12,390,000円
837,900,000円
3,328,500円
8,137,500円
2,646,000円
7,140,000円
6,090,000円
3,570,000円
8,820,000円

18,900,000円
14,175,000円
4,620,000円
32,130,000円
4,074,000円
12,600,000円
14,175,000円
3,780,000円
3,129,000円

予定価格（税込）

11,560,500円
43,176,000円
12,432,000円
957,600,000円
5,523,000円
8,358,000円
3,832,500円
7,633,500円
6,174,000円
4,305,000円
9,198,000円

21,525,000円
14,595,000円
4,651,500円
33,390,000円
4,200,000円
14,700,000円
15,855,000円
4,063,500円
10,710,000円

落札率

98.09％
97.28％
99.66％
87.50％
60.27％
97.36％
69.04％
93.54％
98.64％
82.93％
95.89％

87.80％
97.12％
99.32％
96.23％
97.00％
85.71％
89.40％
93.02％
29.22％

請負業者

（株）岩田組
（株）古来造園土木
（株）林本興業
神崎組・吉川商店特別共同企業体
（株）ウエスコ
吉田建設（株）
（株）ウエスコ
寺尾建設
（有）大量建設
（有）明建設
（株）イマナカ

（株）古来造園土木
（有）マツモト
共栄建設（株）
（有）東谷口組
共栄建設（株）
（株）古来造園土木
（株）古来造園土木
（株）古来造園土木
（株）ごとう建築設計事務所

　　

森
林
法
改
正
に
よ
り
、
4
月

以
降
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者

と
な
っ
た
人
は
市
町
村
長
へ
の

事
後
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

◉
森
林
の
所
有
者
届
出
制

度
が
4
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す

　【
自
動
車
税
】

　

自
動
車
税
は
お
近
く
の
銀

行
・
農
協
な
ど
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
ま
た
は
県
税
事
務
所
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

加
東
県
税
事
務
所

　

☎（
42
）9
3
3
1

【
軽
自
動
車
税
】

　
　

軽
自
動
車
税
は
こ
れ
ま
で
の

金
融
機
関
な
ど
に
加
え
、
平
成

24
年
度
課
税
分
か
ら
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
曜

日
や
時
間
を
気
に
す
る
こ
と
な

く
納
付
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

※
口
座
振
替
も
便
利
で
す
。

問
合
先　

税
務
課

　

☎（
32
）2
3
8
6

　

お
知
ら
せ

◉
自
動
車
税
・
軽
自
動
車

税
の
納
付
は
5
月
31
日

（
木
）ま
で
に

対
象
者

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売

買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
森
林
の

土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
場
合

は
、
面
積
に
か
か
わ
ら
ず
届
出

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
出

を
提
出
し
て
い
る
人
は
対
象
外

で
す
。

届
出
期
間

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日

か
ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た

土
地
の
あ
る
市
町
村
の
長
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
事
項

　

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
全

所
有
者
の
住
所
氏
名
、
所
有
者

と
な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移

転
の
原
因
、
土
地
の
所
在
場

所
・
面
積
と
と
も
に
、
土
地
の

用
途
な
ど
を
記
載
し
ま
す
。
添

付
書
類
と
し
て
、
登
記
事
項
証

明
書（
写
し
も
可
）ま
た
は
土
地

売
買
契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得

し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類
の
写

し
、
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面

が
必
要
で
す
。

※
届
出
書
の
様
式
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

http://www.town.taka.lg.jp/

問
合
先　
産
業
振
興
課

　

☎（
32
）2
3
8
8

皆さんの文芸作品を
ご紹介します。

問合先　総務課
　　　　☎（32）2382

【
俳　

句
】

　

大
津
波
不
明
者
探
す
背
に
氷
雨

　

待
春
を
一
日
千
秋
老
い
の
身
は

　

余
寒
な
を
背
負
っ
た
ま
ま
の
月
動
く

　

冬
の
夜
の
独
り
気
儘
や
句
を
捻
る

　

春
雪
の
雫
聞
き
ゐ
る
日
曜
日

　

蕗
の
と
う
見
つ
け
て
そ
っ
と
畦
そ
れ
る

　

世
の
隅
に
生
き
て
恐
る
る
春
の
風
邪

　

つ
ば
く
ろ
も
や
っ
と
越
せ
た
ね
春
嵐

　

延
長
で
果
て
し
球
児
に
春
の
雷

【
川　

柳
】

　

風
薫
り
笑
っ
て
ご
ざ
る
地
蔵
さ
ま

　

楽
し
み
は
苦
し
き
後
に
湧
き
い
で
て

板
場　

窓
月

伊
藤　

忠
則

川
本　

法
綱

畑
中　

彩
水

森
野　

三
秋

安
田　

昇
司

中
道　

雅
峰

蔵
本　

繁
子

芳
川　

幸
子

寺
尾　

麦
人

藤
川　

敏
明

文 芸 た か

【
短　

歌
】

　

鶯
の
初
音
を
耳
に
ほ
ん
の
り
と

　
　

山
里
に
待
つ
春
は
近
し
と　
　

　

西
光
寺
は
髙
み
に
在
り
て
み
は
る
か
す

　
　

檀
家
の
家
並
み
田
畑
一
望

　

八
十
の
爺
さ
ま
の
指
揮
あ
っ
ぱ
れ
で

　
　

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
孫
の
目
光
る

　

雪
の
中
山
で
働
く
我
が
夫
の

　
　

窓
辺
に
映
え
る
千
ヶ
峰
か
な

【　

詩　

】

　

渾
身
に
生
き
た
る
長
寿
も
神
仏
の

　
　

知
る
た
る
な
か
れ　

今
は
た
だ

　

病
床
の
老
婦
の
看
護
に
つ
き
る

　
　

無
言
に
眠
れ
る
姿
い
と
し

　

共
に
歩
み
し
人
生
を

　
　

生
き
て
想
う
社
会
の
励
ま
し
感
謝
し
て

信
天
翁

木
原　

玉
枝

松
本
千
代
子

藤
川　

照
美

園
崎　

武

◉
国
家
公
務
員
採
用
一
般

職
試
験（
高
卒
者
試
験
）

職　

種

　

事
務
、
技
術
、
農
業
土
木
、

林
業　

受
験
資
格　
　

①
平
成
24
年
4
月
1
日
に
お
い

て
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
、
2
年
を
経
過

し
て
い
な
い
人
お
よ
び
平
成

25
年
3
月
ま
で
に
高
校
ま
た

は
中
等
教
育
学
校
卒
見
込
み

の
人

②
人
事
院
が
①
に
準
ず
る
と
認

め
る
人

申
込
期
間

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

 

6
月
26
日（
火
）〜

 
 

  
 
 

7
月
5
日（
木
）

◎
郵
送
ま
た
は
持
参

　

7
月
2
日（
月
）〜
10
日（
火
）

第
1
次
試
験
日  

9
月
9
日（
日
）

試
験
地　

神
戸
市
な
ど

※
申
込
用
紙
、
受
験
案
内
は
5

月
14
日（
月
）か
ら
配
布
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先

　

人
事
院
近
畿
事
務
局（
試
験
係
）

　

☎
0
6（
4
7
9
6
）2
1
9
1

 
 
 
 
 
 
 
 

 

　

近
畿
税
理
士
会
の
税
理
士
が

税
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

5
月
10
日
　
（
木
）

　

午
後
1
時
〜
4
時

と
こ
ろ

　

多
可
町
役
場
、
加
美
プ
ラ
ザ
、

八
千
代
プ
ラ
ザ

問
合
先

　

近
畿
税
理
士
会
西
脇
支
部

　

☎（
23
）1
3
2
2

◉
税
の
無
料
相
談
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つ
ま



デイサービスセンター
パワーリハビリ倶楽部

多可郡多可町中区鍛冶屋846 - 2

リハビリ・マッサージ
のことならおまかせく
ださい。
（介護保険適応）

0795-30-2708

広　

告

広　

告

▲ふるさとお花見ウォークの様子

Ｑ
． 

お
墓
の
一
般
的
な

　
　

予
算
は
ど
れ
ぐ
ら
い
？

石
工
職
人
が
答
え
る
お
墓
の
Ｑ
＆
Ａ

Ａ
．
平
均
は
、
墓
石
の
み　

１
０
７
万
円

　

墓
石+

外
柵  

１
７
５
万
円
、
全
平
均

　

１
４
７
万
円
（
平
成
二
十
三
年
四
月
〜

　

二
十
四
年
三
月
建
立 

弊
社
実
績
）

　
「
墓
石
の
み
」
は
、
現
状
に
夫
婦
墓
を

追
加
す
る
場
合
が
多
く
、
大
き
さ
、
石
種

も
既
存
の
も
の
と
同
程
度
の
も
の
が
選
ば

れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
「
墓
石+

外
柵
」
は
代
々

墓
が
多
く
な
り
ま
す
。
代
々
墓
は
夫
婦
墓

よ
り
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
、
予
算
も
高
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
内
の
約
３
割
の

方
は
五
輪
塔
も
建
て
ら
れ
ま
す
。

☎
０
１
２
０
・
４
・
１
４
８
３
０

㈱
森
田
石
材
店

山
南
本
店
・
滝
野
店

篠
山
店
・
ひ
か
み
店

三代目　森田茂樹

●は～とふるSHOPみあ　AM11:30～アスパル

●しゃべってあそぼう児童館　AM10:00～中児童館
●は～とふるSHOP○　AM11:30～アスパル

■
町
へ
の
寄
付

【
町　

内
】

山
尾　

和
也
さ
ん
（
奥
豊
部
）

廣
畑　

東　

さ
ん
（
丹
治
）

マ
イ
ス
タ
ー
工
房
八
千
代
ス
タ
ッ
フ
一
同

　
み
ん
な
の

善
意

3
月
1
日
〜
31
日

2012. 5月号　広報たか31 302012. 5月号　広報たか

多可町
ちょっとした
ニュース

多可町
ちょっとした
ニュース

　
　4月8日、町スポーツ推進
委員会が「ふるさとお花見ウ
ォーク」を開催しました。
　これは、お花見をしながら
春のウォーキングを楽しんで
もらおうと企画されたもので、
多可町スポーツDAYウォー
キング事業の一環です。
　この日、参加者がチャレン
ジしたのは、杉原谷小学校・
春蘭荘・ラベンダーパーク多
可を巡る往復約 8 キロのコー
ス。参加した家族連れなど38
人は、会話を弾ませながらそ
れぞれのペースでウォーキン
グを楽しみました。
　町スポーツ推進委員会では、
5 月13日にも「ふるさと新緑
ウォーク」と題したウォーキ
ング事業を開催します（24ペ
ージ参照）。緑の中を歩いて、
さわやかな汗を流してみては
いかがでしょうか。
　

春の日材を浴びて春の日材を浴びて
楽しくウォーキング楽しくウォーキング

5月
1 日（火）

2 日（水）

3 日（木）

4 日（金）

5 日（土）

6 日（日）
7 日（月）

8 日（火）

9 日（水）

10日（木）

11日（金）

12日（土）

13日（日）
14日（月）
15日（火）

16日（水） ※「は～とふるSHOP」…みどりの家み、開拓松葉園○、あすなろの郷あ、白ゆり会
○がアスパルで運営するお店です。

※　　マークは、たかテレビの番組初回放送スケジュール（予定）を表示しています。
白

松

5月
17日（木）
18日（金）

19日（土）

20日（日）
21日（月）

22日（火）

23日（水）

24日（木）

25日（金）

26日（土）

27日（日）

28日（月）

29日（火）

30日（水）

31日（木）

【
八
千
代
区
】

お
く
や
み

3
月
1
日
〜
31
日
届
出
（
敬
称
略
）

集
落

森

本

岸

上

奥

中

東

山

中
村
町

多

田

清　

水

多

田

多

田

奥
荒
田

寺

内

的

場

柳
山
寺

仕
出
原

世
帯
主

賢
一

勝
明

敏
本
人

徹
本
人

徹
伸
二

野
村
喜
男

和
久

良
典

武
廣

政
明

本
人

　

本　

人　

長
谷
川
好
子

橋
本
勝
美

真
鍋
輝
雄

高
山
芳
二

遠
藤
君
代

久
保
一
子

山
口
冨
千
江

白
川
時
夫

小
林
綾
子

藤
本
市
郎

徳
岡
美
智
子

玉
台
こ
よ
ね

小
峠
と
し
の

植
山

弘

8687938471887178917086968982

【
中　

区
】

【
加
美
区
】

※ 4月11日現在で確認できた行事などを掲載しています。

白

　『キッズランドかみ卒園式･キッズランドやちよ卒園式』　PM5:00～TV

●児童館まつり　AM9:30～那珂ふれあい館
TV

『みどり保育所卒園式･四恩保育所卒園式』　PM5:00～TV

●は～とふるSHOPみあ　AM11:30～アスパル

『あっ！たかニュース 5月12日号』　PM5:00～TV

●は～とふるSHOPみあ　AM11:30～アスパル

『中学校入学式（中、加美、八千代）』　PM5:00～TV

『町内小学校入学式①』  PM5:00～TV

●おもしろ理科教室　AM10:00～中児童館
●書道教室　PM1:30～中児童館
●工作教室　PM1:30～中児童館
『あっ！たかニュース 5月19日号』　PM5:00～TV

●書き方教室　PM3:30～みなみ児童館

『町内小学校入学式②』　PM5:00～TV

『子ども芸能発表会』　PM5:00～TV

『あっ！たかニュース 5月26日号』　PM5:00～TV

●は～とふるSHOP○　AM11:30～アスパル

『H24･各課の取り組み（前編）･多可高ちゃんねる♯24』　PM5:00～TV

　

本　

人

集

落 お
め
で
た

3
月
1
日
〜
31
日
届
出
（
敬
称
略
）

【
中　

区
】

保
護
者

り
ょ
う

も

と

い

【
八
千
代
区
】 大

西

諒

篠
原
百
維

大
山
紗
那

布
一

栞

足
立
暖
眞

岡
田
夕
奈

檜
本
由
莉

後
藤
愛
菜

鍛
冶
屋

牧

野

東
安
田

豊

部

的

場

的

場

下
野
間

下
三
原

茂
紀
之

真
史

　
　和

也
健
浩

裕
貴

　
　宏

平
泰
樹

【
加
美
区
】

あ

い

な

し

お

り

ゆ

な

ゆ

う

り

は

る

ま

さ

な

春の日差しを浴びて
楽しくウォーキング

「広報たか」に
有料広告を出しませんか

掲載場所　広報たか「くらしの情報館」の最下段
掲載料金 （ 1回当たり）
・4.5㌢×17.5㌢　　20,000円
・4.5㌢×　 9㌢　　14,000円
・4.5㌢×　 6㌢　　10,000円

問総務課
☎（32）2382

※ 6回・12回分をま
とめて申し込むと
割引があります。

TV

お
知
ら
せ

◉
縁
結
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

兵
庫
県
お
よ
び
兵
庫
県
青
少

年
本
部
で
は
、
独
身
男
女
の
出

会
い
を
支
援
す
る
た
め
、「
地
域

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
は
ば
タ
ン
会
員（
お

見
合
い
希
望
会
員
）」を
募
集
し
、

相
談
員
が
仲
人
役
と
な
っ
て
1

対
1
の
お
見
合
い
の
機
会
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

開
館
日　

毎
週
火
〜
土
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
6
時
15
分

と
こ
ろ　

や
し
ろ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

　

グ
パ
ー
ク
B
i
o
2
階

問
合
先　

北
播
磨
出
会
い
サ
ポ

　

ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎（
38
）8
0
2
2

●しゃべってあそぼう児童館　AM10:00～中児童館
●は～とふるSHOP○　AM11:30～アスパル

●しゃべってあそぼう児童館　AM10:00～中児童館
●は～とふるSHOP○○　AM11:30～アスパル
●多可町生涯大学開構式　PM1:30～ベルディーホール

●は～とふるSHOP○　AM11:30～アスパル

白

●子ども教室～作って遊ぼう～「飛ばして遊ぼう」
　AM11:30～エーデルささゆり
●書道教室　PM1:30～中児童館
●ずこう教室　PM1:30～中児童館

●書き方教室　PM3:30～みなみ児童館
　 

TV『中町幼稚園卒園式･あさか保育園卒園式』　PM5:00～

●は～とふるSHOPみ　AM11:30～アスパル

『H24･各課の取り組み（後編）･『ブックガイド･ピラティス』　PM5:00～TV

『あっ！たかニュース 5月 5日号』　PM5:00～

　『月ごとまるごと　あっ！たかニュース』　PM5:00～TV

松白

白

白

●献血　AM10:00～養徳会
●献血　PM1:00～多可赤十字病院



桜の下でウォーキング
　笑って歩いて健康第一

た

▲ステージで踊る子どもたち▲子どもたちにダンスを教える大学生
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平
成
22
年
9
月
の
結
成
以
来
、

八
千
代
区
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
地
域

を
盛
り
上
げ
る「
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｃ

Ｌ
Ｕ
Ｂ　

Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
」。

　

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
と
い
え

ば
若
者
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
が
ス
テ
ー
ジ
で
踊

っ
て
い
る
の
を
お
年
寄
り
の
皆

さ
ん
も
と
て
も
喜
ん
で
い
る
様

子
を
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

結
成
し
ま
し
た
。

　

誰
で
も
気
軽
に
ダ
ン
ス
を
楽

し
め
る
よ
う
な
練
習
や
運
営
を

心
掛
け
て
お
り
、
中
に
は
40
歳

か
ら
ダ
ン
ス
を
始
め
た
い
と
入

会
し
た
メ
ン
バ
ー
も
あ
り
、
3

歳
〜
40
歳
ま
で
の
幅
広
い
メ
ン

バ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
指

導
に
関
し
て
も
兵
庫
教
育
大
学

の
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
声
を
掛

け
、
ダ
ン
サ
ー
養
成
で
は
な
い

「
自
由
に
楽
し
く
」の
Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｐ

の
方
針
に
合
っ
た
2
人
を
見
つ

け
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
で
は
、
地
域
の
祭

り
や
高
齢
者
福
祉
施
設
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
依
頼
が
あ
れ
ば
積
極

的
に
参
加
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
地
域

密
着
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
初
舞
台
以
来
す
で
に
10

数
件
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
を
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

代
表
の
藤
田
め
ぐ
み
さ
ん
は

「
ダ
ン
ス
の
魅
力
は
、
踊
っ
て
い

る
人
も
、
観
て
い
る
人
も
み
ん

な
が
楽
し
く
な
れ
る
こ
と
で
す
。

今
後
、
活
動
が
広
が
れ
ば
さ
ま

ざ
ま
な
壁
に
ぶ
つ
か
る
事
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
”自

由
に
楽
し
く
地
域
密
着
“と
い
う

想
い
は
揺
る
が
ず
に
活
動
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
自
分
た
ち

の
ダ
ン
ス
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず

ダ
ン
ス
を
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け

と
し
て
多
種
の
他
団
体
と
も
積

極
的
に
交
流
を
行
い
、
一
緒
に

な
っ
て
、
み
ん
な
の
”や
り
た
い
“

”や
っ
て
み
た
い
“の
実
現
の
後

押
し
や
受
け
皿
と
な
れ
る
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」と
明

る
く
話
し
ま
し
た
。

　

キ
ラ
リ
☆
輝
く

多
可
人

自
由
に
楽
し
く

み
ん
な
で
や
り
た
い
こ
と
を
し
て

み
ん
な
で
ハ
ッ
ピ
ー
！

•多可町ホームページ　　　　　　•たかTVネット配信　　　　　　　　　　 　•ユーザー名：takabou
　（http://www.town.taka.lg.jp/）　（http://www.town.taka.lg.jp/takatv/）　•パスワード：mimiyori

 人　口　　23,310人 （前月比－25）
 男　性　　11,298人 （前月比－ 7）
 女　性　　12,012人 （前月比－18）
 世帯数　 　7,502戸

たかテレビ番組表の確認・照会は、文字放送
または携帯ＱＲコードでご覧ください。
番組更新は、月・火・木・土曜日の午後
5時です。
問合先　たかテレビ局　☎（35）1001

たかテレビ番組表わたしたちの多可町
平成24年 4月 1日現在

－Vol.75－
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